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１０・１１

チ
ェ
コ
イ
ン
ベ
ス
ト
会
議
室
で
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埼
玉
県
経
営
者
協
会
の
海
外
視
察
団
派

遣
は
過
去
３０
回
を
数
え
、
会
員
企
業
の
皆

様
に
時
節
に
即
し
た
話
題
の
地
域
を
視
察

す
る
機
会
の
提
供
に
努
め
て
参
り
ま
し
た

が
、
今
回
は
、
私
自
身
に
と
っ
て
も
団
長

と
し
て
参
加
す
る
２
回
目
の
視
察
と
な
り

ま
し
た
。

昨
年
は
経
済
発
展
著
し
い
イ
ス
ラ
ム
圏

を
選
び
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
２
０
０
４

年
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
以
降
高
度
の
経
済
成
長
を

続
け
、
我
が
国
企
業
の
進
出
が
加
速
す
る

中
東
欧
諸
国
を
訪
問
す
る
こ
と
に
致
し
ま

し
た
。

中
東
欧
諸
国
は
、
拡
大
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
の
構
築
に
あ
た
っ

て
高
付
加
価
値
・
知
識
集
約
型
産
業
の
育

成
へ
と
政
策
を
シ
フ
ト
す
る
な
ど
、
そ
の

位
置
づ
け
は
Ｅ
Ｕ
へ
の
加
盟
に
よ
っ
て
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
日
本
経
団
連
で
も
、
本
年
６
月
、

御
手
洗
冨
士
夫
会
長
を
団
長
と
し
て

ハ
ン
ガ
リ
ー
、
チ
ェ
コ
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
派
遣
し
て
お
り
、

現
在
最
も
注
目
さ
れ
る
地
域
で
す
。

私
か
ら
は
全
体
の
感
想
を
お
伝
え

す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
て
、
詳
細
に

つ
い
て
は
各
々
の
視
察
先
レ
ポ
ー
ト

を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
初
の
訪
問
国
で
あ
る
チ
ェ
コ
共

和
国
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
部
に
位
置

し
、
北
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
東
は
ス
ロ

ヴ
ァ
キ
ア
、
南
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

西
は
ド
イ
ツ
と
国
境
を
接
す
る
内
陸

国
で
す
。か
つ
て
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・

ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
時
代
か
ら
工
業
化

が
進
ん
で
お
り
、
共
産
主
義
政
権
下
に
あ

る
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
中
で
は
最
も
進

ん
だ
工
業
国
で
し
た
。

金
属
、
機
械
、
自
動
車
、
製
鉄
、
繊
維
や
、

ボ
ヘ
ミ
ア
ン
グ
ラ
ス
で
著
名
な
ガ
ラ
ス
工

業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
ほ
か
、
兵
器
製
造
、

ビ
ー
ル
を
中
心
と
し
た
食
品
工
業
、
ガ
ラ

ス
以
外
の
窯
業
も
確
立
し
て
い
ま
し
た
。

１
９
８
９
年
か
ら
の
「
ビ
ロ
ー
ド
革

命
」
に
よ
っ
て
共
産
党
体
制
が
崩
壊
、
１

９
９
３
年
１
月
に
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
が

チ
ェ
コ
と
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
分
離
し
、
チ

ェ
コ
は
２
０
０
４
年
５
月
１
日
に
Ｅ
Ｕ
に

加
盟
し
ま
し
た
。

今
回
訪
れ
た
プ
ラ
ハ
は
チ
ェ
コ
共
和
国

の
首
都
で
、
同
国
最
大
の
都
市
で
す
。
人

口
は
、
約
１
２
０
万
人
。
市
内
中
心
部
を

ヴ
ル
タ
ヴ
ァ
川
（
ド
イ
ツ
語
名
モ
ル
ダ

ウ
）
が
流
れ
、
古
い
町
並
み
・
建
物
が
数

多
く
現
存
し
て
お
り
、
毎
年
海
外
か
ら
数

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
尖
塔
が
多

く
あ
る
こ
と
か
ら
「
百
塔
の
街
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易

で
あ
る
と
い
う
地
理
的
な
利
点
に
加
え
、

技
術
力
が
高
く
、
工
科
大
学
へ
の
進
学
者

が
多
く
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
確
保
し
易
い
な
ど

の
要
因
も
相
俟
っ
て
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
の
直
前

か
ら
日
本
の
製
造
業
が
『
チ
ェ
コ
ブ
ー

ム
』
と
言
え
る
ほ
ど
、
相
次
い
で
進
出
し

ま
し
た
が
、
一
方
で
、
労
働
力
不
足
等
の

課
題
も
浮
上
し
て
い
ま
す
。

次
に
訪
れ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国
は
、

チ
ェ
コ
と
同
様
、
周
囲
を
西
の
オ
ー
ス
ト

リ
ア
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
、
北
の
ス
ロ
ヴ
ァ

キ
ア
、
東
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、

南
の
セ
ル
ビ
ア
、
そ
し
て
南
西
の
ク
ロ
ア

チ
ア
に
囲
ま
れ
た
内
陸
国
で
す
。

国
土
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
平
原
と
言
わ
れ
る

広
大
な
平
原
を
中
心
と
し
て
お
り
、
ド
ナ

ウ
川
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
河
が
通
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
各
地
に
温
泉
が
湧
き
出

て
お
り
、
公
衆
浴
場
が
古
く
か
ら
建
設
・

利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
有

数
の
「
温
泉
大
国
」
で
、
多
く
の
観
光
客

が
温
泉
目
当
て
に
押
し
寄
せ
ま
す
。

今
回
訪
れ
た
ブ
ダ
ペ
ス
ト
は
ハ
ン
ガ
リ

ー
の
首
都
で
あ
り
、
ド
ナ
ウ
川
の
両
岸
に

広
が
っ
た
都
市
で
、
右
岸
（
西
側
）
の
ブ

ダ
と
オ
ー
ブ
ダ
、
左
岸
（
東
側
）
の
ペ
シ

ュ
ト
（
ペ
ス
ト
）
の
３
地
区
か
ら
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
区
は
も
と
も
と

別
々
の
町
で
、
１
８
７
３
年
に
合
併
さ
れ

て
ブ
ダ
ペ
ス
ト
市
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
８
７
年
に
は
、「
ブ
ダ
ペ
ス
ト
、
ド

ナ
ウ
河
岸
と
ブ
ダ
城
」
の
名
の
下
で
、
世

界
遺
産
（
文
化
遺
産
）
に
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
人
口
は
１
９
８
０
年
代
半
ば
の
２

０
７
万
人
が
最
高
で
、
そ
れ
か
ら
若
干
減

少
し
現
在
は
１
８
０
万
人
で
す
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
１
９
８
９
年
の
体
制
転

換
以
来
、
外
国
資
本
を
受
け
入
れ
て
積
極

的
に
経
済
の
開
放
を
進
め
た
結
果
、
１
９

９
７
年
以
降
年
間
４
％
以
上
の
高
成
長
を

続
け
る
と
と
も
に
、
２
０
０
４
年
に
は
経

済
の
民
間
部
門
が
国
内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

の
８０
％
以
上
を
占
め
、「
旧
東
欧
の
優
等

生
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
で
す
。
２
０
０
４

年
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
は
、
好
調
な
ハ
ン
ガ
リ
ー

経
済
に
と
っ
て
追
い
風
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
イ
ン
フ
レ
と
失
業
率
が

増
加
し
て
貧
富
の
差
が
広
が
り
、
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
巨
額
の
財
政

赤
字
も
重
要
な
課
題
で
、
現
政
権
が
目
標

と
す
る
ユ
ー
ロ
導
入
の
見
通
し
は
立
っ
て

い
ま
せ
ん
。

日
本
政
府
は
、
２
０
０
７
年
１２
月
に
ハ

ン
ガ
リ
ー
政
府
と
温
室
効
果
ガ
ス
の
余
剰

排
出
枠
の
取
引
に
関
す
る
覚
書
に
署
名
し

ま
し
た
。
日
本
政
府
が
排
出
権
取
引
の
一

種
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
投
資
ス
キ
ー
ム
（
Ｇ

Ｉ
Ｓ
）※
に
関
し
、
外
国
政
府
と
の
間
で
覚

え
書
き
を
締
結
す
る
の
は
初
め
て
の
こ
と

で
、今
後
、周
辺
の
中
東
欧
諸
国
と
の
間
で

も
同
様
の
取
引
交
渉
を
進
め
る
予
定
で
す
。

※
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
は
、
京
都
議
定
書
第
１７
条
に
基
づ
く

排
出
量
取
引
の
う
ち
、
排
出
量
の
移
転
に
伴
う

資
金
を
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
そ
の
他

環
境
対
策
を
目
的
に
使
用
す
る
と
い
う
条
件
の

下
で
行
う
、
国
際
的
な
排
出
量
取
引

最
後
に
訪
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国

は
、
中
欧
に
６
５
０
年
間
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

家
の
帝
国
と
し
て
君
臨
し
、
第
一
次
世
界

大
戦
ま
で
は
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ

ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
イ
タ
リ
ア
と
な
ら
ぶ
欧

州
列
強
の
一
角
を
占
め
る
大
国
で
し
た
。

１
９
１
８
年
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
敗
戦

と
革
命
に
よ
り
１
８
６
７
年
よ
り
続
い
た

オ
ー
ス
ト
リ
ア
�
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
が
解

体
し
、
共
和
制
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時

点
で
多
民
族
国
家
で
あ
っ
た
旧
帝
国
の
う

ち
、
支
配
民
族
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
人
地
域

に
版
図
が
絞
ら
れ
、
そ
の
後
１
９
３
８
年

に
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
へ
の
併
合
、
１
９
４

５
年
か
ら
１
９
５
５
年
の
連
合
国
軍
に
よ

る
分
割
占
領
の
時
代
を
経
て
、
１
９
５
５

年
の
独
立
に
よ
り
現
在
に
つ
づ
く
体
制
と

な
り
ま
し
た
。

２
０
０
５
年
の
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

世
界
第
１０
位
に
位
置
し
、
経
済
的
に
豊
か

平
成
２０
年
度
・
埼
玉
経
協

欧
州
社
会
経
済
視
察
を
終
え
て

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行
取
締
役
会
長（
当
会
会
長
）

視
察
団
団
長

利
根

忠
博

ハ
ン
ガ
リ
ー
投
資
貿
易
開
発
局
で
訪
問
あ
い
さ

つ
す
る
利
根
団
長

― ２ ―



な
国
で
、
主
要
産
業
と
し
て
は
、
シ
ュ
タ

イ
ア
ー
マ
ル
ク
州
の
自
動
車
産
業
、
オ
ー

バ
ー
エ
ス
タ
ー
ラ
イ
ヒ
州
の
鉄
鋼
業
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
大
企
業
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ド
イ
ツ
企
業
の
下
請
け
的
な
役
割

の
中
小
企
業
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
経
済
の
中

心
を
担
っ
て
お
り
、
ウ
ィ
ー
ン
や
ザ
ル
ツ

ブ
ル
ク
、
チ
ロ
ル
を
中
心
に
観
光
産
業
が

盛
ん
で
あ
る
ほ
か
、
音
楽
を
中
心
に
文
化

大
国
と
し
て
の
側
面
も
有
し
て
い
ま
す
。

失
業
率
は
他
の
欧
州
諸
国
と
比
較
し
て
低

く
、
欧
州
の
地
理
的
中
心
に
あ
る
こ
と
か

ら
近
年
日
本
企
業
の
欧
州
拠
点
、
工
場
な

ど
も
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
オ

ー
ス
ト
リ
ア
に
と
っ
て
日
本
は
ア
ジ
ア
有

数
の
貿
易
相
手
国
で
す
。

そ
し
て
今
回
訪
れ
た
ウ
ィ
ー
ン
は
、
シ

ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
宮
殿
（
１
９
９
６
年
世
界

遺
産
登
録
）
や
歴
史
地
区
（
２
０
０
１
年

世
界
遺
産
登
録
）
な
ど
、
数
多
く
の
文
化

遺
産
を
有
す
る
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
家
の
帝
都

と
し
て
栄
え
た
都
市
で
す
。
音
楽
の
都
と

し
て
有
名
で
す
が
、
現
代
で
は
、
数
々
の

国
際
機
関
の
所
在
地
と
な
っ
て
お
り
、
国

際
会
議
の
開
催
件
数
で
は
２
０
０
６
年
は

パ
リ
を
上
回
り
世
界
１
位
で
し
た
。

さ
て
、
我
が
国
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
間

の
グ
リ
ー
ン
投
資
ス
キ
ー
ム
に
関
す
る
覚

書
の
締
結
に
つ
い
て
先
程
お
話
し
申
し
上

げ
ま
し
た
が
、
今
回
訪
問
致
し
ま
し
た
中

東
欧
は
、
高
度
の
経
済
成
長
を
続
け
る
一

方
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
権
の
余
剰
枠

を
持
つ
世
界
で
も
稀
な
地
域
で
あ
り
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
投
資
貿
易
開
発
局
、ジ
ェ
ト
ロ
・

ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
な
ど
で
直
に
排
出
権
ビ

ジ
ネ
ス
の
最
前
線
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
対
策
は
、
先
に
開
催
さ
れ

た
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
も
最
重
要
課
題
と

し
て
議
論
さ
れ
て
お
り
、
我
々
経
済
界
と

し
て
も
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
テ
ー
マ
で
あ
る
と
、
あ
ら
た
め
て

認
識
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
、
プ
ラ
ハ
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
、

ウ
ィ
ー
ン
と
い
う
長
い
歴
史
を
感
じ
さ
せ

る
魅
力
的
な
都
市
を
訪
問
し
、
長
期
的
な

視
点
と
、
歴
史
と
発
展
の
均
衡
を
重
視
し

た
町
づ
く
り
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
感

じ
ま
し
た
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
視
察
団

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
会
員
の
方
々

に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

特
段
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
ト
ヨ
タ
自

動
車
株
式
会
社
コ
リ
ン
駐
在
室
の
川
合
様

始
め
、
視
察
先
で
ご
対
応
く
だ
さ
い
ま
し

た
皆
様
に
あ
ら
た
め
て
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
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程
表

ス ケ ジ ュ ー ル

オーストリア航空（全日空共同運航便）にて、
ウィーンへ
乗り継ぎ、プラハへ

（プラハ泊）

◆観光事情視察
世界遺産「チェスキー・クルムロフ歴史地
区」視察

（プラハ泊）

◆日系企業訪問
TPCA（Toyota Peugeot Citroen Automobile）

◆観光事情視察
世界遺産「プラハ歴史地区」視察

（プラハ泊）

◆チェコインベスト訪問
空路、ブダペストへ

（ブダペスト泊）

◆日系企業訪問
住友電工・電装ハンガリー

◆観光事情視察
世界遺産「ドナウ川岸とブダ王宮地区」視察

（ブダペスト泊）

◆ハンガリー投資貿易開発局訪問
空路、ウィーンへ

（ウィーン泊）

◆ジェトロウィーン事務所訪問
中・東欧の排出権ビジネスについてのブリ
ーフィング

◆観光事情視察
世界遺産「シェーンブルン宮殿と庭園」「ウ
ィーン歴史地区」等

◆楽友協会でのコンサート鑑賞
ウィーン・モーツァルトオーケストラによ
るバロック時代のコンサート（ウィーン泊）

◆新都市地区（ガソメーター）視察
４つのガス貯蔵施設を改修した商業施設、
集合住宅等の複合都市づくり

オーストリア航空（全日空共同運航便）にて、
帰国の途へ

交通機関

OS‐０５２
（NH‐６３２５）
OS‐７０９

専用バス

専用バス

専用バス
OK‐７８８

専用バス

専用バス
OS‐７２２

専用バス

専用バス

OS‐０５１
（NH‐６３２６）

現地時間

１０：５５
１５：５５
１７：００
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午前

午後
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午前

午後

２０：１５

２２：１０

１４：０５
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東京（成田）発
ウィーン着
ウィーン発
プラハ着

プラハ
↓（１７８�）

チェスキー・クルムロフ
↓

プラハ

プラハ

プラハ発
ブダペスト着

ブダペスト

ブダペスト発
ウィーン着

ウィーン

ウィーン発

東京（成田）着

月日（曜）

２００８年
６月２８日�

６月２９日�

６月３０日�

７月１日�

７月２日�

７月３日	

７月４日


７月５日�

７月６日�

日数

１

２

３

４

５

６

７

８

９
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〈
視
察
目
的
〉

本
会
は
毎
年
時
宣
を
得
た
テ
ー
マ
を

掲
げ
三
十
回
を
数
え
る
海
外
視
察
を
実

施
し
て
き
た
。
一
昨
年
は
世
界
で
最
も

発
展
が
著
し
い
中
国
、
そ
し
て
昨
年
は

石
油
、
ガ
ス
資
源
を
背
景
に
驚
異
的
な

発
展
を
続
け
る
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦

（
ア
ブ
ダ
ビ
、
ド
バ
イ
）
を
訪
れ
た
。

今
や
こ
の
二
地
域
は
政
治
、
経
済
な
ど

多
方
面
で
今
後
の
世
界
情
勢
を
左
右
す

る
存
在
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
視

察
は
極
め
て
有
意
義
な
も
の
だ
っ
た
と

認
識
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
世
界
の
動
向
を
左
右
す

る
地
域
の
後
に
本
年
度
訪
れ
る
地
と
し

て
選
ん
だ
の
が
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
中
で
も

年
々
存
在
感
を
増
す
中
欧
の
オ
ー
ス
ト

リ
ア
、
東
欧
の
チ
ェ
コ
と
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
三
カ
国
。

視
察
目
的
の
一
つ
は
、
今
や
政
治
的

に
も
、
経
済
的
側
面
に
お
い
て
存
在
感

を
増
す
Ｅ
Ｕ
の
強
さ
を
調
査
す
る
と
と

も
に
、
加
盟
二
十
七
カ
国
の
中
に
あ
っ

て
一
際
高
い
成
長
を
続
け
る
三
カ
国
の

発
展
要
因
を
探
る
こ
と
。

二
つ
め
は
、
こ
こ
数
年
日
系
企
業
は

訪
問
三
カ
国
に
大
拠
進
出
し
て
い
る
が

そ
の
狙
い
と
、
成
算
の
程
を
調
査
し
日

系
企
業
の
世
界
戦
略
と
実
力
（
存
在
価

値
）
を
探
る
こ
と
。

そ
し
て
三
つ
め
は
環
境
的
課
題
に
対

す
る
関
心
か
ら
日
本
と
最
初
に
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
権
取
引
に
調
印
し
た
ハ

ン
ガ
リ
ー
を
訪
ね
、
今
後
の
方
向
性
を

探
ぐ
る
一
方
、
環
境
技
術
に
お
い
て
一

歩
先
ん
じ
る
と
さ
れ
る
日
本
の
環
境
ビ

ジ
ネ
ス
の
有
効
性
を
確
か
め
る
こ
と
。

前
出
の
三
つ
の
直
接
的
目
的
に
加
え

こ
の
三
カ
国
に
は
日
本
が
学
ぶ
べ
き
共

通
の
強
み
が
あ
る
。
そ
れ
は
観
光
政
策
。

名
所
旧
跡
に
は
歴
史
的
建
造
物
も
あ
る

が
、
自
然
や
文
化
を
こ
れ
ら
三
カ
国
は

重
要
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
一

例
を
挙
げ
れ
ば
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と
言

え
ば
即
座
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
、
そ
し

て
ウ
ィ
ー
ン
や
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
が
結
び

つ
く
し
、
コ
ー
ヒ
ー
と
言
え
ば
ウ
イ
ン

ナ
ー
コ
ー
ヒ
ー
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
菓
子

と
言
え
ば
ザ
ッ
ハ
ト
ル
テ
が
頭
に
浮
ぶ

な
ど
訪
れ
る
外
国
人
を
魅
了
し
て
や
ま

な
い
音
楽
文
化
や
食
文
化
が
あ
る
。
オ

ー
ス
ト
リ
ア
は
こ
れ
ら
の
文
化
を
見
事

観
光
資
源
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
を
つ
ぶ
さ
に
視
察
し
彩
の
国
埼
玉

の
観
光
振
興
の
一
助
と
す
る
こ
と
を
視

察
の
目
的
と
し
た
。

〈
視
察
先
の
選
定
〉

�
チ
ェ
コ

�
Ｔ
Ｐ
Ｃ
Ａ
（Toyota

P
eugeot

C
itroen

A
utom

obile

）

ト
ヨ
タ
は
躍
進
を
続
け
る
欧
州
、
と

り
わ
け
Ｅ
Ｕ
戦
略
の
一
環
と
し
て
工
業

国
と
し
て
の
伝
統
基
盤
を
持
ち
、
高
度

人
材
の
豊
富
な
チ
ェ
コ
に
進
出
し
た
と

さ
れ
て
い
る
が
進
出
の
成
否
と
課
題
、

そ
し
て
チ
ェ
コ
政
府
な
ど
現
地
の
誘
致

対
応
に
つ
い
て
検
証
す
る
た
め
選
定
。

�
チ
ェ
コ
イ
ン
ベ
ス
ト

チ
ェ
コ
政
府
傘
下
の
投
資
機
関
で
産

業
分
野
で
は
日
本
へ
の
投
資
額
が
ド
イ

ツ
に
次
い
で
二
番
目
、
し
か
も
そ
の
投

資
先
が
自
動
車
や
バ
イ
オ
な
ど
最
先
端

分
野
企
業
と
い
う
こ
と
か
ら
も
技
術
立

国
化
を
目
指
す
同
国
政
府
の
国
家
戦
略

が
見
え
て
く
る
が
、
同
様
に
科
学
技
術

立
国
、
県
を
目
指
す
日
本
、
埼
玉
県
に

と
っ
て
も
興
味
深
き
こ
と
で
視
察
を
通

し
て
こ
の
あ
た
り
の
事
情
を
探
る
目
的

か
ら
選
定
。

�
ハ
ン
ガ
リ
ー

�
住
友
電
工
・
電
装
ハ
ン
ガ
リ
ー

本
年
５
月
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
Ｅ
Ｕ
へ
の

加
盟
を
果
た
し
、
西
欧
へ
の
回
帰
を
印

象
ず
け
る
と
と
も
に
経
済
発
展
に
向
け

諸
改
革
を
進
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
状

況
の
中
、
日
本
政
府
は
国
家
間
で
は
始

め
て
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
権

取
引
を
同
国
と
の
間
で
調
印
。
環
境
問

題
、
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
一
歩
先

ん
じ
る
日
本
に
と
っ
て
同
国
は
最
も
重

要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
国
と
さ
れ
て
い
る
が
、

日
本
と
の
関
係
強
化
に
注
力
す
る
同
国

の
事
情
を
一
早
く
同
国
に
進
出
し
た
住

友
電
工
・
電
装
ハ
ン
ガ
リ
ー
社
を
訪
問

し
探
る
こ
と
と
し
た
。

�
ハ
ン
ガ
リ
ー
投
資
貿
易
開
発
局

ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
は
二
〇
〇
六
年
に

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
国
家
戦
略

を
策
定
し
、
そ
の
重
点
分
野
と
し
て
自

動
車
、
バ
イ
オ
、
ナ
ノ
テ
ク
、
化
学
、

食
料
品
を
指
定
し
技
術
開
発
の
促
進
に

注
力
中
で
、
こ
の
分
野
の
先
進
国
日
本

へ
の
関
心
は
極
め
て
高
く
、
そ
の
た
め

に
国
家
間
と
し
て
の
排
出
権
取
引
に
も

調
印
し
た
経
緯
が
あ
る
こ
と
か
ら
同
国

の
環
境
政
策
、
並
び
に
国
家
戦
略
に
つ

い
て
調
査
す
る
目
的
で
選
定
し
た
。

�
オ
ー
ス
ト
リ
ア

�
ジ
ェ
ト
ロ
・
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所

ウ
ィ
ー
ン
所
在
の
ジ
ェ
ト
ロ
は
二
〇

〇
六
年
に
環
境
問
題
に
関
す
る
報
告
書

「
中
・
東
欧
排
出
権
取
引
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」
の
中
で
、
世
界
有
数
の
省
エ
ネ
技

術
を
有
す
る
日
本
企
業
が
中
・
東
欧
に

お
け
る
排
出
権
取
引
に
お
い
て
非
常
に

大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
し
て
い
る

と
発
表
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
点
を
検

証
す
る
た
め
同
事
務
所
を
訪
ね
る
こ
と

と
し
た
。

�
ウ
ィ
ー
ン
楽
友
協
会

日
本
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と
云
え
ば

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ウ
ィ
ー
ン
、
ウ
ィ
ー

ン
フ
ィ
ル
を
連
想
す
る
ほ
ど
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
音
楽
文
化
は
世
界
中
の
人
々
を

魅
了
し
て
止
ま
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か

こ
の
音
楽
文
化
を
国
、
地
域
、
市
民
が

こ
ぞ
っ
て
支
え
一
大
観
光
資
源
に
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
視

察
す
る
た
め
ウ
ィ
ー
ン
の
音
楽
文
化
の

殿
堂
楽
友
協
会
を
訪
ね
、
黄
金
の
間
で

「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
演
奏
の
鑑
賞
を
通
じ

埼
玉
に
お
け
る
観
光
振
興
策
を
探
る
た

め
視
察
先
に
選
定
し
た
。

�
ガ
ソ
メ
ー
タ
ー

十
九
世
紀
末
に
ウ
ィ
ー
ン
に
建
設
さ

れ
た
４
つ
の
巨
大
ガ
ス
貯
蔵
施
設
は
近

年
天
然
ガ
ス
へ
の
転
換
に
よ
り
ガ
ス
タ

ン
ク
と
し
て
の
使
命
を
終
え
た
が
、
ウ

ィ
ー
ン
で
は
こ
れ
を
取
り
壊
す
こ
と
な

く
商
業
施
設
、
集
合
住
宅
、
ホ
ー
ル
な

ど
複
合
施
設
と
し
て
蘇
生
さ
せ
た
。
現

在
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
は
七
〇
店

舗
、
住
宅
は
八
四
五
室
、
そ
し
て
四
千

人
収
容
の
ホ
ー
ル
や
シ
ネ
マ
上
映
館
な

ど
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
ガ
ソ
メ
ー
タ
ー

（
新
都
市
地
区
）
は
欧
州
に
お
い
て
も

都
市
再
開
発
の
モ
デ
ル
地
と
な
っ
て
お

平
成
２０
年

埼
玉
経
協

視視
察察
団団
編編
成成
事事
務務
局局
報報
告告

専
務
理
事

野
上

武
利

専務理事
野上 武利

― ４ ―



チェコ

ト
ヨ
タ
の
フ
ラ
ン
ス
企
業
と
の

合
併
企
業
を
訪
ね
て

岩堀 和久氏

岩
堀
建
設
工
業
�

代
表
取
締
役
社
長

岩
堀

和
久
氏

り
、
埼
玉
県
内
に
も
同
様
の
再
開
発
計

画
が
数
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
視
察
地
に

選
定
し
た
。

〈
視
察
団
の
編
成
〉

前
述
の
視
察
目
的
に
賛
同
し
参
加
い

た
だ
い
た
別
掲
の
十
八
名
に
私
を
加
え

た
十
九
名
で
団
を
編
成
。
尚
、
結
団
式

の
折
に
は
団
長
、
副
団
長
、
視
察
先
レ

ポ
ー
ト
執
筆
者
を
選
出
し
た
。

〈
視
察
成
果
〉

本
会
の
視
察
は
、
今
回
を
含
め
る
と

三
十
一
回
を
数
え
、
そ
の
都
度
視
察
に

よ
っ
て
得
た
も
の
を
報
告
し
て
き
た
が

今
回
ほ
ど
編
集
に
悩
ん
だ
こ
と
は
な
か

っ
た
。

中
・
東
欧
三
カ
国
の
視
察
を
計
画
し

た
の
が
本
年
２
月
、
そ
し
て
視
察
は
７

月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
に
か
け
て
行
な

わ
れ
た
。
こ
の
時
点
ま
で
は
当
初
の
目

論
見
通
り
に
進
行
し
た
が
、
帰
国
後
の

世
界
情
勢
、環
境
は
一
変
し
、極
め
て
厳

し
い
状
況
が
世
界
を
覆
う
こ
と
に
な
っ
た
。

原
燃
料
の
高
騰
に
加
え
、
米
国
の
サ

ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発
し

た
未
曽
有
の
金
融
危
機
が
世
界
を
駆
け

巡
り
、
さ
し
も
の
元
気
だ
っ
た
Ｅ
Ｕ
諸

国
を
は
じ
め
欧
州
の
国
々
が
こ
の
荒
波

に
呑
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
訪
問
し

た
三
カ
国
に
し
て
も
埒
外
で
は
な
く
厳

し
い
洗
礼
を
受
け
て
い
る
。
こ
う
し
た

状
況
を
示
す
指
標
が
こ
こ
に
あ
る
。
そ

れ
は
円
・
ユ
ー
ロ
相
場
。
視
察
直
前
の

５
月
の
相
場
は
１
ユ
ー
ロ
一
七
〇
円
だ

っ
た
が
、
報
告
書
を
ま
と
め
た
９
月
末

に
は
一
四
九
円
と
二
十
一
円
も
の
円
高

に
振
れ
た
。
こ
の
こ
と
一
つ
と
っ
て
み

て
も
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
経
済
が
受
け
る
打

撃
の
大
き
さ
が
分
か
ろ
う
と
い
う
も
の

だ
。し

か
し
、
私
達
が
訪
問
し
た
三
カ
国

は
、
こ
れ
ま
で
も
幾
多
の
激
動
の
時
代
、

困
難
な
時
期
を
し
た
た
か
に
生
き
抜
い

て
き
た
歴
史
が
あ
り
今
回
の
厳
し
き
試

練
も
英
知
を
結
集
し
て
乗
り
越
え
て
い

く
の
で
は
と
思
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

推
測
の
根
拠
は
チ
ェ
コ
に
し
ろ
、
ま
た

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
し
て
も
近
年
バ
イ
オ
技

術
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
マ
イ
ク
ロ

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
な
ど
の
先
端
的
技

術
開
発
に
国
を
挙
げ
取
り
組
む
と
と
も

に
日
本
や
ド
イ
ツ
と
連
携
し
技
術
立
国

化
に
注
力
す
る
な
ど
時
代
を
先
取
り
す

る
先
見
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

ま
た
こ
の
地
に
進
出
し
て
い
る
日
本

企
業
に
し
て
も
高
い
技
術
力
と
優
れ
た

経
営
シ
ス
テ
ム
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に

お
い
て
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
今

回
の
一
連
の
試
練
を
逆
に
機
会
（
チ
ャ

ン
ス
）と
捉
え
、一
層
活
動
を
活
発
化
さ

せ
発
展
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
こ
と
を
視

察
を
通
し
て
実
感
し
て
い
る
。

以
上
、
諸
々
の
想
い
と
成
果
が
得
ら

れ
た
視
察
だ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
成

果
も
参
加
し
て
下
さ
っ
た
方
々
、
そ
し

て
視
察
の
過
程
で
ご
支
援
、
ご
協
力
下

さ
っ
た
方
々
の
お
陰
で
あ
り
、
こ
こ
に

衷
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

チ
ェ
コ
の
概
要

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
を
経
由

し
て
、
チ
ェ
コ
の
プ
ラ
ハ
に
約
１５
時
間

を
か
け
て
到
着
し
た
。
眼
前
に
み
え
る

１４
世
紀
に
作
ら
れ
た
プ
ラ
ハ
城
や
カ
レ

ル
橋
は
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
首
都
と

し
て
繁
栄
を
謳
歌
し
た
時
代
の
象
徴
で

あ
る
。
こ
こ
に
は
連
綿
と
受
け
継
が
れ

て
き
た
本
当
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
息
づ
い

て
い
る
。

１
９
８
９
年
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

と
時
を
同
じ
く
し
て
、
社
会
主
義
政
権

か
ら
離
れ
民
主
化
へ
の
道
を
切
り
開
い

た
。
１
９
９
０
年
代
か
ら
は
外
国
直
接

投
資
を
受
け
入
れ
、
２
０
０
４
年
に
は

Ｅ
Ｕ
に
も
加
盟
し
た
。

ト
ヨ
タ
の
欧
州
戦
略

こ
う
し
た
チ
ェ
コ
に
日
本
企
業
ト
ヨ

タ
が
進
出
を
決
め
た
の
は
２
０
０
２
年
。

ト
ヨ
タ
は
既
に
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、

ト
ル
コ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
自
動
車
の
生

産
拠
点
を
置
い
て
お
り
、
２
０
０
５
年

に
チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
近
郊
に
お
い
て
、

Ｔ
Ｐ
Ｃ
Ａ
と
し
て
生
産
を
開
始
し
た
。

首
都
プ
ラ
ハ
か
ら
高
速
道
路

に
乗
り
、
東
に
向
か
う
こ
と
１

時
間
、
ひ
ま
わ
り
の
花
畑
の
中

を
通
っ
て
Ｔ
Ｐ
Ｃ
Ａ
の
工
場
に

到
着
し
た
。
こ
の
Ｔ
Ｐ
Ｃ
Ａ
と

は
、Toyota

Peugeot
Citroen

A
utom

obile

の
略
で
、
フ
ラ
ン

ス
の
企
業
Ｐ
Ｓ
Ａ
と
の
合
弁
会

社
で
あ
る
。
投
資
額
は
２
０
０

０
億
円
。
比
率
は
ト
ヨ
タ
５０
％
、

Ｐ
Ｓ
Ａ
５０
％
。
生
産
台
数
は
ト

ヨ
タ
が
１０
万
台
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
が
２０

万
台
。
１
２
４
ha
の
敷
地
に
３
、

５
０
０
人
の
従
業
員
が
働
く
。

基
本
的
に
は
、
小
型
車
の
生
産

ラ
イ
ン
で
、
ト
ヨ
タ
名
は
「
ア
イ
ゴ
」

と
い
う
車
を
生
産
し
て
い
る
。

ト
ヨ
タ
の
進
出
に
つ
い
て

ト
ヨ
タ
が
こ
の
地
に
進
出
を
決
め
る

に
は
、
い
く
つ
か
の
要
因
が
あ
っ
た
。

そ
の
一
つ
は
広
範
囲
に
及
ぶ
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
て
い

る
こ
と
だ
。
工
場
に
隣
接
し
て
物
流
を

担
当
す
る
Ｇ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
Ｏ
、
日
本
郵
船
の

Ｎ
Ｙ
Ｋ
、
シ
ー
ト
メ
ー
カ
ー
のLear

、

豊
田
通
商
のG

reen
M
etal

、
が
存
在

す
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
ト
ヨ
タ
が
チ
ェ
コ
に

進
出
す
る
前
か
ら
、
デ
ン
ソ
ー
、
フ
タ

バ
産
業
と
い
っ
た
日
系
企
業
が
、
工
場

を
国
内
に
立
ち
上
げ
て
お
り
、
約
８０
％

の
部
品
、
部
材
が
調
達
で
き
る
環
境
に

あ
る
。
日
系
企
業
が
チ
ェ
コ
に
進
出
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
チ
ェ
コ
イ
ン
ベ
ス

ト
メ
ン
ト
の
役
割
が
非
常
に
大
き
く
、

自
動
車
産
業
の
み
な
ら
ず
、
家
電
、
化

学
、
金
属
製
品
に
至
る
ま
で
、
海
外
か

ら
の
投
資
に
丁
寧
に
答
え
て
く
れ
る
の

が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
う
し
た
サ
ポ

ー
ト
体
制
は
政
府
が
自
ら
産
業
貿
易
省

を
通
じ
て
立
ち
上
げ
た
も
の
で
あ
り
、

チ
ェ
コ
の
成
長
力
の
源
だ
と
感
じ
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｃ
Ａ
本
社
工
場
の
創
業
第
１
号
車
展
示
場

に
て

― ５ ―



チ
ェ
コ
の
投
資
環
境
と
企
業
誘
致

チ
ェ
コ
イ
ン
ベ
ス
ト
を
訪
問

堀池 雄三氏

Ａ
Ｇ
Ｓ
�

執
行
役
員

堀
池

雄
三
氏

日
本
国
内
に
お
い
て
、
今
、
工
場
を

更
地
の
状
態
か
ら
立
ち
上
げ
よ
う
と
す

る
と
、
最
低
で
も
２
〜
３
年
は
か
か
る

が
、
こ
の
チ
ェ
コ
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト

を
通
す
と
、
平
均
１
年
未
満
で
新
工
場

完
成
に
至
る
と
い
う
。
だ
か
ら
と
い
っ

て
基
準
が
曖
昧
と
い
う
訳
で
は
な
い
。

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
計
画
許
可
、
統

合
許
可
、
建
築
許
可
、
最
終
許
可
と
い

っ
た
手
順
を
経
て
、
立
案
し
て
い
く
。

こ
れ
に
は
相
当
な
パ
ワ
ー
を
要
求
さ
れ

る
は
ず
だ
。

ま
た
ト
ヨ
タ
が
こ
の
チ
ェ
コ
の
地
を

選
ん
だ
動
機
の
中
に
、
労
働
賃
金
の
安

さ
は
も
と
よ
り
、
優
れ
た
技
術
力
が
あ

げ
ら
れ
る
。
元
々
チ
ェ
コ
の
も
の
づ
く

り
に
対
す
る
能
力
は
評
価
さ
れ
て
お
り
、

工
科
系
大
学
か
ら
の
求
人
も
多
く
、
期

待
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
が
通
訳
の
人
と

話
を
し
て
も
、「
チ
ェ
コ
人
の
一
番
の

誇
り
は
労
働
力
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

や
専
門
的
技
術
力
、
ど
れ
を
と
っ
て
も

他
国
に
負
け
な
い
。」
と
豪
語
し
て
い

た
の
は
印
象
的
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
外
国
企
業
の
、
特
に
製
造
業

に
対
す
る
投
資
優
遇
措
置
は
し
っ
か
り

し
て
い
る
。

１
�
新
設
企
業
に
対
す
る
５
年
間
の
法

人
税
免
除

２
�
雇
用
創
出
補
助
金
充
実

３
�
立
地
優
遇
措
置

日
本
国
内
に
お
い
て
は
、
国
、
県
、

市
町
村
レ
ベ
ル
で
統
一
さ
れ
て
い
な
い

優
遇
策
が
、
し
っ
か
り
と
提
示
さ
れ
て

い
る
。

工
場
視
察

さ
て
、
工
場
内
に
目
を
向
け
て
み
よ

う
。黄

色
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
イ
ヤ
ホ
ー
ン

を
付
け
、
４
人
乗
り
の
ト
ラ
ム
に
乗
っ

て
工
場
内
を
整
然
と
見
学
し
て
廻
っ
た
。

生
産
ラ
イ
ン
は
ト
ヨ
タ
が
主
導
し
て
い

る
だ
け
あ
っ
て
、
実
に
清
潔
に
、
労
働

者
は
生
き
生
き
と
働
い
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
、
タ
ク
ト
タ
イ
ム
と
い
う
緊
張
感

あ
る
流
れ
の
中
で
は
あ
る
が
、
３
組
２

交
代
制
の
中
で
５７
秒
を
実
現
し
て
い
る
。

さ
す
が
に
世
界
各
国
で
工
場
を
立
ち
上

げ
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
異
国
文
化
の

人
達
に
も
わ
か
り
易
い
工
夫
が
随
所
に

見
出
せ
る
。

ま
ず
看
板
。「Q

uality
Today,

Suc -
cess

Tom
orrow

」
ト
ヨ
タ
生
産
方
式

の
心
髄
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
視
覚
化
に

こ
だ
わ
っ
て
行
灯
を
設
置
し
、
電
光
ボ

ー
ド
に
よ
っ
て
誰
で
も
生
産
状
況
が
確

認
で
き
る
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
Ｔ
Ｖ
を
使
っ
た

ス
ク
リ
ー
ン
の
採
用
に
よ
り
、
瞬
時
で

不
具
合
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。
も
し
不

具
合
が
発
生
し
た
ら
、
目
の
前
に
あ
る

ロ
ー
プ
を
直
ぐ
に
引
い
て
、
音
に
変
え

て
異
常
発
生
を
伝
え
る
。
音
と
い
え
ば
、

水
戸
黄
門
の
テ
ー
マ
曲
が
流
れ
る
と
、

無
人
物
流
シ
ス
テ
ム
が
作
動
し
て
い
る

合
図
。
シ
ュ
ー
タ
ー
方
式
に
よ
り
生
産

さ
れ
た
製
品
は
、
色
に
よ
る
識
別
ボ
ー

ド
で
過
剰
な
停
留
を
回
避
さ
せ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム

体
制
を
作
り
上
げ
て
い
る
。

全
て
の
作
業
者
に
「
付
加
価
値
を
生

ま
な
い
も
の
は
価
値
が
な
い
」
こ
と
の

コ
ン
セ
プ
ト
を
い
た
る
と
こ
ろ
で
植
え

付
け
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
協
会
の

方
々
は
こ
れ
ま
で
縁
あ
っ
て
色
々
な
国

の
自
動
車
生
産
ラ
イ
ン
を
見
学
し
て
き

た
が
、
こ
れ
ほ
ど
完
成
度
の
高
い
工
場

は
無
か
っ
た
と
い
う
の
が
総
評
で
あ
る
。

問
題
点

労
働
力
。
賃
金
が
年
々
上
昇
を
し
続

け
て
お
り
、
ま
た
特
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
、

事
務
職
の
流
出
が
激
し
い
。

労
働
法
規
。
共
産
主
義
時
代
の
弊
害

に
よ
り
、
労
働
者
サ
イ
ド
よ
り
の
法
規

と
な
っ
て
い
る
。

欠
勤
率
が
高
い
。

ラ
イ
バ
ル

韓
国
の
東
欧
に
対
す
る
執
念
は
凄
い
。

元
々
１
９
８
９
年
の
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩

壊
以
降
、
真
っ
先
に
国
交
を
開
い
た
の

は
韓
国
で
あ
る
。
確
か
に
日
本
政
府
も

９０
年
代
に
か
け
て
東
欧
諸
国
を
海
部
総

理
大
臣
や
中
山
外
務
大
臣
が
訪
問
し
て

い
る
事
例
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
降
、
継

続
し
た
経
済
外
交
は
行
わ
れ
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。

そ
れ
に
反
し
て
、
韓
国
政
府
、
民
間

問
わ
ず
、
チ
ェ
コ
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
は
秀
で
て
い
る
。

ト
ヨ
タ
に
し
て
も
、
い
す
ゞ
に
し
て

も
、
民
間
企
業
単
位
の
努
力
は
し
っ
か

り
と
や
っ
て
い
る
が
、
も
の
づ
く
り
技

術
だ
け
で
は
な
く
、
政
府
と
一
体
と
な

っ
た
施
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

日
本
車
は
確
か
に
品
質
面
に
お
い
て
は

優
っ
て
は
い
る
が
、
販
売
、
価
格
競
争

と
な
る
と
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
の

が
現
状
の
よ
う
だ
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、
今
回
７
月

に
行
わ
れ
た
サ
ミ
ッ
ト
を
意
識
し
て
、

中
欧
・
東
欧
戦
略
と
し
て
排
出
権
ビ
ジ

ネ
ス
に
目
を
向
け
て
い
る
こ
と
は
評
価

で
き
る
。

最
後
に

筆
者
が
プ
ラ
ハ
の
地
を
踏
ん
で
最
初

に
訪
れ
た
の
が
、
プ
ラ
ハ
千
年
の
歴
史

を
彩
る
出
来
事
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き

た
旧
市
街
広
場
で
あ
っ
た
。

広
場
と
カ
レ
ル
通
り
の
あ
ち
こ
ち
に

大
道
芸
人
や
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
登
場

し
、
華
や
か
な
空
間
を
演
出
し
て
い
る
。

そ
の
広
場
で
音
楽
に
合
わ
せ
て
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た
の
は
、
韓
国
の

ヒ
ュ
ン
ダ
イ
で
あ
っ
た
。

日
本
の
官
民
合
わ
せ
た
中
欧
・
東
欧

へ
の
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
感
じ
た
。

１
�
は
じ
め
に

ス
メ
タ
ナ
が
愛
し
た
ブ
ル
タ
バ
川

（
モ
ル
ダ
ウ
川
）。
そ
の
両
岸
の
丘
に

広
が
る
プ
ラ
ハ
の
町
は
、
千
年
以
上
に

渡
る
建
築
学
的
発
展
に
よ
り
栄
え
た
欧

州
で
最
も
美
し
い
町
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

真
っ
青
な
空
の
下
に
ゆ
っ
た
り
と
流
れ

る
ブ
ル
タ
バ
川
（
モ
ル
ダ
ウ
川
）
に
沿

う
よ
う
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
屋
根
と
白
い

壁
の
色
彩
が
溢
れ
、
昔
な
が
ら
の
曲
が

り
く
ね
っ
た
路
地
を
そ
の
ま
ま
残
し
た

町
並
み
は
、
千
年
の
歴
史
に
た
た
ず
む

絵
画
の
よ
う
に
、
滞
在
中
、
我
々
訪
問

団
の
心
を
癒
し
続
け
て
く
れ
た
。

チ
ェ
コ
共
和
国
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

中
央
に
位
置
し
、
首
都
プ
ラ
ハ
は
、
そ

の
地
勢
学
的
優
位
性
か
ら
何
世
紀
も
の

間
、
交
易
の
十
字
路
と
し
て
商
人
だ
け

で
な
く
世
界
中
の
学
者
や
芸
術
家
が
集

ま
る
場
所
と
な
っ
て
い
た
。
チ
ェ
コ
は
、

ボ
ヘ
ミ
ア
地
区
の
豊
富
な
石
炭
を
資
源

に
１９
世
紀
後
半
に
は
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

有
数
の
工
業
国
と
し
て
栄
え
た
が
、
そ
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の
後
、
分
裂
・
統
一
の
歴
史
が
繰
り
返

さ
れ
「
プ
ラ
ハ
の
春
」
に
象
徴
さ
れ
る

自
由
化
・
民
主
化
路
線
に
対
す
る
国
家

権
力
の
介
入
運
動
等
、
長
い
間
、
暗
く

厳
し
い
歴
史
が
近
年
ま
で
続
い
て
い
た
。

１
９
８
９
年
１１
月
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の

崩
壊
に
よ
り
、
チ
ェ
コ
共
和
国
に
お
い

て
も
、
こ
の
自
由
化
の
流
れ
に
呼
応
す

る
よ
う
に
共
産
党
体
制
が
崩
壊
し
た
。

そ
の
後
、
２
０
０
４
年
５
月
に
は
、
欧

州
連
合
に
加
盟
し
、
体
制
移
行
国
の
中

で
も
目
覚
し
い
経
済
の
発
展
を
遂
げ
て

い
る
。
移
行
国
と
言
わ
れ
る
東
欧
諸
国

は
、「
体
制
転
換
」、「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
」、「
Ｅ
Ｕ
加
盟
」
と
い
う
３

重
の
プ
ロ
セ
ス
を
「
成
長
の
ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
・
エ
ン
ジ
ン
」
と
し
て
、
自
国

の
経
済
発
展
を
ど
の
よ
う
な
政
策
で
実

現
さ
せ
て
い
く
の
か
が
、
共
通
し
た
政

治
的
・
経
済
的
な
課
題
で
あ
る
。
チ
ェ

コ
は
、
日
系
企
業
を
は
じ
め
と
し
た
旺

盛
な
外
国
資
本
に
よ
る
直
接
投
資
ブ
ー

ム
に
乗
り
、
移
行
国
の
な
か
で
も
最
も

早
い
テ
ン
ポ
で
経
済
が
成
長
し
た
。

平
成
２０
年
７
月
１
日
、
我
々
、
埼
玉

県
経
営
者
協
会
経
済
視
察
団
は
、
チ
ェ

コ
の
進
出
に
成
功
を
収
め
て
い
る
代
表

的
な
企
業
で
あ
る
Ｔ
Ｐ
Ｃ
Ａ（
ト
ヨ
タ
・

プ
ジ
ョ
ー
・
シ
ト
ロ
エ
ン
合
弁
会
社
）

に
続
き
、
こ
う
し
た
海
外
企
業
の
外
国

資
本
直
接
投
資
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）
支
援
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
チ
ェ
コ
イ

ン
ベ
ス
ト
（Czechinvest

外
国
投
資

庁
）
を
訪
問
し
た
。
チ
ェ
コ
イ
ン
ベ
ス

ト
で
は
、
日
本
の
事
情
や
日
経
企
業
に

も
精
通
さ
れ
て
い
る
ヨ
ゼ
フ
・
レ
ー
ベ

ル
氏
（
長
官
特
別
顧
問
）
お
よ
び
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
の
オ
ル
ド
リ
ッ
チ
・

ド
ブ
ス
キ
ー
氏
、Ｒ
＆
Ｄ
担
当
の
ジ
リ
・

ク
レ
ッ
チ
ル
氏
よ
り
チ
ェ
コ
の
投
資
環

境
と
企
業
誘
致
戦
略
に
つ
い
て
懇
切
丁

寧
な
ご
説
明
を
頂
い
た
。
こ
の
場
を
借

り
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

２
�
チ
ェ
コ
共
和
国
の
基
本

デ
ー
タ

�
チ
ェ
コ
共
和
国
の
概
要

チ
ェ
コ
共
和
国
は
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
間
点
に
位
置
し
、

総
面
積
は
日
本
の
約
１
／
５
の
７
８
、

８
６
４
�
（
北
海
道
よ
り
少
し
狭
い
）、

総
人
口
は
、
日
本
の
約
１
／
１３
の
１
、

０
４
０
万
人
（
首
都
プ
ラ
ハ
１
・
２
百

万
人
）
で
あ
る
。
隣
国
は
、
ド
イ
ツ
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
に
囲
ま
れ
海
を
持
た
な
い
国

で
あ
る
。

チ
ェ
コ
は
、
共
産
党
体
制
の
崩
壊
後
、

自
由
化
・
民
主
化
が
急
速
に
進
み
、
２

０
０
４
年
５
月
に
は
、
他
の
東
欧
移
行

国
９
ヶ
国
と
も
に
Ｅ
Ｕ
加
盟
を
果
た
し

て
い
る
。
現
在
、
チ
ェ
コ
は
、
完
全
に

独
立
し
た
議
会
制
民
主
主
義
国
家
と
し

て
市
場
経
済
へ
移
行
し
た
。

�
チ
ェ
コ
共
和
国
の
経
済
情
勢

２
０
０
７
年
度
に
お
い
て
は
、
外
国

直
接
投
資
の
増
加
が
国
内
総
生
産
を
押

し
上
げ
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
過
去
最
高

を
記
録
す
る
な
ど
、
第
３
四
半
期
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
実
質
成
長
率
は
、
６
・
５
％
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も

２
０
、５
０
０
ユ
ー
ロ
（
約
３
・
５
百

万
円
）
と
中
東
欧
諸
国
で
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
に
あ
る
。
家
計
面
で
は
、
食
品
価
格

の
上
昇
や
石
油
価
格
の
急
騰
な
ど
に
よ

り
、
消
費
者
物
価
は
２
０
０
７
年
第
４

四
半
期
に
前
年
比
４
・
８
％
と
、
第
３

四
半
期
に
比
べ
急
激
に
上
昇
し
て
お
り
、

イ
ン
フ
レ
率
は
、
前
年
を
０
・
３
ポ
イ

ン
ト
上
回
り
、
２
・
８
％
と
な
っ
た
。

労
働
市
場
で
は
、
雇
用
率
が
２
年
連

続
し
て
上
昇
し
て
お
り
、
総
雇
用
者
数

は
４
９
２
万
人
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た

マ
ク
ロ
的
に
は
、
雇
用
創
出
等
、
国
内

経
済
の
伸
長
を
示
し
て
い
る
が
、
雇
用

率
の
上
昇
は
、
同
時
に
チ
ェ
コ
国
内
の

労
働
力
不
足
を
招
き
、
管
理
職
、
専
門

職
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
等
、
職
種
を
問
わ

ず
労
働
力
が
枯
渇
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

企
業
サ
イ
ド
と
し
て
は
、
労
働
力
を
確

保
す
る
た
め
に
労
働
賃
金
を
上
げ
ざ
る

を
得
な
く
、
２
０
０
７
年
の
第
３
四
半

期
に
は
、
熟
練
労
働
者
賃
金
は
、
２
１
、

４
７
０
コ
ル
ナ
（
約
１５
万
円
）
迄
上
昇

し
た
。
た
だ
、
こ
う
し
て
労
賃
は
上
昇

し
て
い
る
も
の
の
、
消
費
者
物
価
が
高

騰
す
る
等
、
一
方
で
は
、
イ
ン
フ
レ
が

進
行
し
て
お
り
、
実
質
賃
金
は
そ
れ
ほ

ど
上
昇
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
２

０
０
７
年
に
お
け
る
名
目
賃
金
上
昇
率

は
７
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
質

賃
金
上
昇
率
は
４
・
４
％
と
見
ら
れ
て

い
る
。

こ
う
し
た
国
内
の
労
働
賃
金
の
上
昇

は
、
製
造
工
場
等
を
抱
え
る
労
働
集
約

型
企
業
に
と
っ
て
生
産
コ
ス
ト
を
圧
迫

す
る
も
の
で
あ
り
、
製
造
業
が
多
く
を

占
め
る
チ
ェ
コ
産
業
の
質
的
転
換
も
今

後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

３
�
チ
ェ
コ
共
和
国
に
お
け

る
投
資
環
境

�
投
資
支
援
機
関
（
チ
ェ
コ
イ
ン
ベ
ス

ト
）

チ
ェ
コ
イ
ン
ベ
ス
ト
は
開
発
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
通
じ
て
海
外
企
業
の
投
資
誘
致

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
、
国
内

経
済
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。
チ
ェ

コ
政
府
と
し
て
は
、
外
国
資
本
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
、
チ
ェ
コ
経
済
の
継
続

的
な
成
長
と
雇
用
の
創
出
に
は
不
可
欠

と
考
え
て
お
り
、
チ
ェ
コ
に
投
資
す
る

外
国
企
業
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
、
政
府

の
優
先
さ
れ
る
事
業
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
る
。
過
去
の
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
製
造
業
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ポ
ー
ト
・

サ
ー
ビ
ス
、
Ｒ
＆
Ｄ
が
主
な
も
の
で
あ

り
、
１
９
９
２
年
に
開
設
以
来
、
９
６

３
社
、
総
額
２
２
２
億
ユ
ー
ロ
（
４
兆

円
弱
）
の
取
扱
実
績
と
こ
れ
ら
の
投
資

に
よ
り
約
１９
万
人
の
雇
用
を
創
出
し
た
。

２００９予測

５．１

２３．０００

２．７

４．０

９８８

１０７．７

出所：チェコインベストプレゼンテーション資料

２００８見込

４．９

２１，９００

６．０

５．２

９０３

１０７．７

２００７

６．５

２０，５００

２．８

６．６

７８１

１０７．３

２００６

６．４

１８，５００

２．５

８．１

７１３

１０６．４

主要マクロ経済指標

GDP実質成長率（％）

一人当たりGDP（PPPユーロ）

平均インフレ率（％）

失業率（％）

平均グロス月収（ユーロ）

平均賃金指数（前年＝１００）

チ
ェ
コ
イ
ン
ベ
ス
ト
で
訪
問
あ
い
さ
つ

す
る
利
根
会
長
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�
優
秀
な
人
材

チ
ェ
コ
共
和
国
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ

ア
の
時
代
か
ら
数
多
く
の
優
秀
な
科
学

者
、
技
術
者
を
輩
出
し
て
き
た
こ
と
で

世
界
的
に
知
ら
れ
て
お
り
、
サ
イ
エ
ン

ス
に
裏
打
ち
さ
れ
た
工
業
技
術
国
家
と

し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

国
際
化
に
向
け
た
人
材
教
育
も
熱
心
で

あ
り
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
を
中
心
に
外

国
語
教
育
に
も
政
府
が
力
を
入
れ
て
お

り
、
大
学
生
の
７６
％
は
第
二
外
国
語
を
、

２０
％
の
大
学
生
は
、
さ
ら
に
２
カ
国
以

上
の
外
国
語
を
習
得
し
て
お
り
、
３
カ

国
以
上
の
外
国
語
を
話
せ
る
学
生
は
４

％
も
い
る
。

�
地
理
的
優
位
性

チ
ェ
コ
共
和
国
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

中
心
に
位
置
し
て
お
り
、
他
の
東
欧
諸

国
に
比
べ
て
地
理
的
に
優
位
性
を
持
っ

て
い
る
。
ま
た
、
物
流
面
に
お
い
て
も
、

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
―
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
―

東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
間
に
は
輸
送
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
よ
っ
て
繋
げ
ら
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
内
の
各
国
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
利
便
性

が
最
も
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

２
０
１
３
年
ま
で
に
チ
ェ
コ
で
は
、
１

兆
コ
ル
ナ
（
約
７
億
円
）
を
輸
送
イ
ン

フ
ラ
に
投
資
す
る
計
画
を
も
っ
て
い
る
。

�
投
資
優
遇
措
置
（
投
資
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
）

チ
ェ
コ
へ
の
投
資
に
対
す
る
支
援
は

政
府
の
優
先
事
項
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て

い
る
。
チ
ェ
コ
国
内
に
は
、
新
規
投
資

企
業
の
た
め
に
３
５
０
を
超
え
る
工
業

団
地
が
用
意
さ
れ
て
お
り
外
国
企
業
の

投
資
を
最
高
水
準
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
や

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て
だ

け
で
な
く
、
Ｅ
Ｕ
構
造
基
金
と
の

連
携
な
ど
も
含
め
て
推
進
し
て
い

る
。
チ
ェ
コ
で
は
、
Ｅ
Ｕ
構
造
基

金
の
他
、
チ
ェ
コ
独
自
の
制
度
と

し
て
、
国
内
外
の
企
業
を
問
わ
ず

こ
う
し
た
工
業
団
地
に
お
け
る
投

資
活
動
・
生
産
拠
点
等
の
開
発
に

対
し
て
、
税
制
面
や
起
業
の
た
め

の
助
成
金
、
人
材
教
育
・
訓
練
の

補
助
等
、
数
多
く
の
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て

い
る
。

�
会
社
の
設
立

チ
ェ
コ
で
は
、
外
国
企
業
に
対

し
て
も
チ
ェ
コ
の
国
内
企
業
と
同

等
の
条
件
で
事
業
活
動
（
不
動
産
の
取

得
を
含
む
）
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
新

規
の
会
社
の
設
立
だ
け
で
な
く
、
共
同

設
立
あ
る
い
は
既
存
の
チ
ェ
コ
企
業
に

資
本
参
加
す
る
こ
と
も
自
由
と
な
っ
て

い
る
。
外
国
資
本
の
企
業
は
、
チ
ェ
コ

で
は
、
支
店
ま
た
は
現
地
法
人
の
形
態

で
事
業
活
動
を
行
う
こ
と
と
な
る
が
、

製
造
業
の
場
合
は
、
現
地
法
人
と
す
る

必
要
が
あ
る
。

�
税
制

現
在
、
チ
ェ
コ
で
は
、
税
制
改
革
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
法
人
税
は
２
０
０

８
年
に
は
２４
％
か
ら
２１
％
に
下
が
り
、

２
０
０
９
年
ま
で
に
２０
％
、
２
０
１
０

年
に
は
１９
％
ま
で
下
げ
ら
れ
る
見
込
み

で
あ
る
。
ま
た
、
個
人
所
得
税
も
１５
％

か
ら
２
０
０
９
年
に
は
１２
・
５
％
ま
で

下
げ
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。
そ
の
他
、

付
加
価
値
税
（
現
在
１９
％
）
も
、
２
０

０
８
年
末
に
は
５
〜
９
％
の
減
税
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
特
殊
な
も
の

と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
排
出
す
る
際

に
環
境
を
破
壊
し
た
場
合
に
課
さ
れ
る

税
金
と
し
て
、
２
０
０
８
年
か
ら
環
境

エ
ネ
ル
ギ
ー
税
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

�
知
的
財
産
権

チ
ェ
コ
共
和
国
に
は
知
的
財
産
保
護

法
が
あ
り
特
許
局
も
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
チ
ェ
コ
独
自
の
特
許
制
度
は
整
備

さ
れ
て
い
な
い
。
外
国
企
業
の
チ
ェ
コ

国
内
に
お
け
る
研
究
開
発
の
結
果
得
ら

れ
た
知
的
財
産
権
に
つ
い
て
は
、
国
際

的
な
規
範
に
準
じ
て
運
用
さ
れ
て
い
る
。

�
利
益
送
金

チ
ェ
コ
共
和
国
は
Ｅ
Ｕ
の
全
加
盟
国

や
主
要
先
進
国
と
二
重
課
税
防
止
条
約

を
締
結
し
て
お
り
、
外
資
企
業
は
、
法

定
準
備
金
の
留
保
お
よ
び
源
泉
税
（
０

％
〜
１５
％
）
の
納
付
義
務
が
あ
る
こ
と

を
除
き
、
国
外
親
会
社
へ
の
利
益
送
金

に
つ
い
て
は
制
限
が
な
い
。

４
�
チ
ェ
コ
イ
ン
ベ
ス
ト
の

組
織
と
役
割

	
チ
ェ
コ
イ
ン
ベ
ス
ト
の
組
織

チ
ェ
コ
イ
ン
ベ
ス
ト
は
、
１
９
９
２

年
に
国
内
企
業
や
海
外
投
資
家
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
や
支
援
を
行
う
政
府
機
関
と

し
て
産
業
貿
易
省
の
傘
下
に
設
立
さ
れ

た
。
チ
ェ
コ
イ
ン
ベ
ス
ト
は
、
外
国
か

ら
の
投
資
家
情
報
収
集
や
支
援
の
た
め

世
界
各
国
に
１４
の
支
店
を
有
し
て
お
り
、

日
本
に
も
横
浜
市
桜
木
町
に
事
務
所
を

開
設
し
て
い
る
。

チ
ェ
コ
イ
ン
ベ
ス
ト
の
主
な
組
織
は
、

�Investm
ent
&
A
pplied

Research

（
外
国
直
接
投
資
の
受
入
審
査
を
担

当
）、
�Enterprise

D
evelopm

ent

（
企

業
の
事
業
開
発
の
促
進
。
Ｅ
Ｕ
基
金
の

担
当
）、
�Regional

Corporation

（
地

域
工
業
団
地
の
開
発
、支
店
と
の
協
力
・

調
整
）、
�Internal

Services

（
管
理

部
門
）
の
４
つ
の
部
門
か
ら
構
成
さ
れ
、

運
営
さ
れ
て
い
る
。

�
チ
ェ
コ
イ
ン
ベ
ス
ト
の
役
割

チ
ェ
コ
イ
ン
ベ
ス
ト
で
は
、
工
業
団

地
の
イ
ン
フ
ラ
状
況
、
サ
プ
イ
ヤ
ー
リ

ス
ト
等
、
外
国
直
接
投
資
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
保
有
し
て

お
り
、
投
資
支
援
に
役
立
て
て
い
る
。

主
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、
�
事
前
調

査
の
た
め
の
情
報
提
供
（
投
資
家
へ
の

情
報
提
供
、
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ス

タ
デ
ィ
ー
支
援
）、
�
現
地
視
察
の
手

配
・
案
内
（
投
資
希
望
企
業
の
現
場
視

察
ア
レ
ン
ジ
、
工
業
団
地
の
紹
介
）、

�
投
資
優
遇
制
度
の
受
付
窓
口（「
投
資

優
遇
措
置
法
」
に
基
づ
く
助
成
金
等
の

手
配
）、
�
現
地
企
業
の
斡
旋
・
紹
介

（
下
請
企
業
や
部
品
等
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ

ー
の
紹
介
、
協
業
者
の
紹
介
）
等
で
あ

る
。ま

た
、
チ
ェ
コ
イ
ン
ベ
ス
ト
は
、
単

に
外
国
か
ら
の
直
接
投
資
の
導
入
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
進
出
後
の
ア
フ
タ
ー

ケ
ア
ー
サ
ー
ビ
ス
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
に
チ
ェ
コ
国
内
に
進
出
し
た
企
業
で

撤
退
し
た
事
例
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ

る
。チ

ェ
コ
イ
ン
ベ
ス
ト
の
扱
う
投
資
の

多
く
は
、
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
型
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
新
規
の
法
人
設
立
や

用
地
を
新
規
に
取
得
し
て
工
場
を
設
立

す
る
よ
う
な
新
規
開
発
投
資
）
で
あ
る
。

ガ
ス
・
電
気
・
水
道
等
の
ユ
ー
テ
ィ
リ

テ
ィ
ー
分
野
は
、
ま
だ
民
営
化
プ
ロ
セ

ス
の
途
上
に
あ
り
、
チ
ェ
コ
イ
ン
ベ
ス

ト
で
は
取
扱
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
Ｍ

＆
Ａ
や
金
融
機
関
の
新
規
進
出
も
チ
ェ

プ
レ
ゼ
ン
す
る
チ
ェ
コ
イ
ン
ベ
ス
ト
担
当
者

― ８ ―



コ
イ
ン
ベ
ス
ト
も
対
象
外
と
な
っ
て
い

る
。

�
重
点
投
資
分
野

チ
ェ
コ
政
府
は
、
今
後
、
外
国
直
接

投
資
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）
は
、
先
端
的
な
技
術

や
Ｒ
＆
Ｄ
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
シ
ェ
ア
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
（
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
）
な

ど
が
主
流
に
な
っ
て
行
く
と
予
測
し
て

お
り
、
チ
ェ
コ
イ
ン
ベ
ス
ト
も
、
バ
イ

オ
技
術
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
マ
イ

ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
や
医
薬
品
の

分
野
の
外
国
直
接
投
資
の
重
点
分
野
と

し
て
い
る
。

１
９
９
４
年
の
分
野
別
投
資
実
績
を

見
る
と
、
自
動
車
製
造
、
電
子
機
器
製

造
等
を
は
じ
め
と
す
る
製
造
業
が
、
ほ

ぼ
１
０
０
％
近
く
を
占
め
て
い
た
が
、

２
０
０
７
年
の
実
績
で
は
、製
造
業（
７１

％
）、
Ｒ
＆
Ｄ
（
１８
％
）、
ビ
ジ
ネ
ス
サ

ー
ビ
ス
（
１１
％
）
等
と
変
化
し
て
お
り
、

チ
ェ
コ
経
済
そ
の
も
の
も
伝
統
的
な
工

業
技
術
分
野
か
ら
研
究
開
発
分
野
等
の

知
的
技
術
分
野
へ
と
構
造
的
な
変
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

５
�
投
資
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

及
び
投
資
支
援

チ
ェ
コ
で
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
以
前
の
１

９
９
８
年
に
外
国
企
業
と
チ
ェ
コ
企
業

の
い
ず
れ
も
が
平
等
の
条
件
で
適
用
さ

れ
る
各
種
の
投
資
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
投
資
優
遇
措
置

法

A
ct
on
Investm

ent
Incentives

」

に
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
２
０
０
７
年

１１
月
ま
で
に
４
３
４
の
企
業
が
こ
の
投

資
優
遇
制
度
の
適
用
を
受
け
て
い
る
。

こ
の
内
容
は
、
欧
州
委
員
会
と
の
協
議

を
経
て
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
構

造
基
金
等
の
Ｅ
Ｕ
公
的
補
助
に
関
す
る

基
準
に
準
拠
し
た
内
容
で
、
チ
ェ
コ
で

各
種
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
受
け
て
い
る

場
合
は
、Ｅ
Ｕ
の
構
造
基
金（Structural

Fund

）
の
利
用
に
は
制
限
が
あ
る
。

投
資
支
援
ス
キ
ー
ム
に
は
、
事
務
所

開
設
や
工
場
建
設
等
の
立
地
優
遇
措
置

だ
け
で
な
く
、
法
人
税
の
優
遇
、
雇
用

促
進
へ
の
助
成
金
、
従
業
員
教
育
へ
の

助
成
金
な
ど
が
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、

特
に
、
失
業
率
の
高
い
地
域
へ
の
投
資

企
業
に
は
手
厚
い
援
助
が
な
さ
れ
て
い

る
。チ

ェ
コ
が
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
後
、
チ
ェ
コ

イ
ン
ベ
ス
ト
が
、
Ｅ
Ｕ
構
造
基
金

（Structural
Fund

）
の
財
源
管
理
も

任
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
Ｅ
Ｕ

構
造
基
金
よ
り
、
２
０
０
４
年
か
ら
２

０
０
６
年
に
か
け
て
産
業
・
企
業
及
び

人
材
育
成
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て

数
億
ユ
ー
ロ
の
助
成
金
が
新
規
投
資
企

業
に
配
布
さ
れ
た
。
ま
た
、
２
０
０
７

年
〜
２
０
１
３
年
に
も
、新
た
な
企
業
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
れ
ば
、
域
内
に
総
額
で
３０
億
ユ
ー
ロ

（
５０
億
円
強
）
以
上
の
助
成
が
行
わ
れ

る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

補
助
金
は
投
資
条
件
に
よ
っ
て
算
定

基
準
が
異
な
り
、
製
造
業
は
、
１
億
コ

ル
ナ
（
約
７
億
円
）
迄
と
な
っ
て
お
り
、

税
制
優
遇
措
置
と
助
成
金
あ
わ
せ
て
、

国
か
ら
の
助
成
は
投
資
総
額
の
５０
％
を

上
回
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
の

が
Ｅ
Ｕ
基
準
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
率
は
、
そ
の
地
域
の
失
業
率
等

に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
、
中
央

ボ
ヘ
ミ
ア
で
５０
％
、
プ
ラ
ハ
地
域

で
２０
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

工
業
用
地
を
低
価
格
で
購
入
し
た

場
合
、
市
場
価
格
と
購
入
価
格
の

差
も
助
成
金
額
に
算
定
さ
れ
る
。

６
�
外
国
直
接
投
資
の
受

入
状
況

チ
ェ
コ
に
は
、
Ｄ
Ｈ
Ｌ
、
ア
ク

セ
ン
チ
ュ
ア
、
オ
リ
ン
パ
ス
、
ハ

ネ
ウ
エ
ル
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
な
ど
、
世
界

各
国
の
主
要
な
多
国
籍
企
業
が

続
々
と
進
出
し
て
お
り
、
１
９
９
３
年

以
降
、
数
十
億
ド
ル
の
投
資
と
数
十
万

人
の
雇
用
創
出
が
実
現
し
て
い
る
。
な

か
で
も
２
０
０
２
年
、
中
央
ボ
ヘ
ミ
ア

地
区
の
ト
ヨ
タ
自
動
車
と
プ
ジ
ョ
ー
・

シ
ト
ロ
エ
ン
自
動
車
の
合
弁
に
よ
る
自

動
車
製
造
工
場
の
設
立
に
は
１３
億
ユ
ー

ロ
（
２
０
０
０
億
円
強
）
が
投
じ
ら
れ
、

当
時
、
大
規
模
な
投
資
と
し
て
注
目
さ

れ
た
。

元
来
工
業
国
で
あ
る
チ
ェ
コ
は
、
そ

の
後
も
自
動
車
産
業
の
分
野
で
最
も
重

要
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
な
り
、
最
近
で
は

韓
国
の
現
代
自
動
車
が
約
７
億
ユ
ー
ロ

（
約
１
２
０
０
億
円
）
で
工
場
を
建
設

し
、
３
、０
０
０
人
の
雇
用
を
創
出
し

た
。
２
０
０
７
年
の
外
国
直
接
投
資
実

績
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
数
１
８
２
件
、

投
資
総
額
３６
億
ユ
ー
ロ
（
約
６
３
０
０

億
円
）
で
あ
り
、
約
３
０
、５
９
８
人

の
雇
用
が
創
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
近
年

で
は
、
家
電
製
品
の
進
出
が
目
立
ち
、

Ｉ
Ｐ
Ｓ
ア
ル
フ
ァ
社
や
日
立
等
に
よ
る

液
晶
モ
ニ
タ
ー
や
薄
型
テ
レ
ビ
等
の
生

産
拠
点
の
建
設
が
相
次
ぎ
、
い
ず
れ
も

約
２
０
０
０
人
の
雇
用
創
出
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。

国
別
の
外
国
直
接
投
資
実
績
で
は
、

ド
イ
ツ
が
最
も
多
く
（
２６
％
）、
次
い

で
日
本
（
１８
％
）、
そ
し
て
チ
ェ
コ
国

内
（
１３
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
業
種
別

に
は
、
自
動
車
産
業
（
４６
％
）、
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
（
１５
％
）、
化
学
・
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
（
１５
％
）
と
い
っ
た
従
来

型
の
産
業
分
野
に
加
え
、
マ
イ
ク
ロ
・

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
い
っ

た
最
先
端
の
分
野
で
も
投
資
額
が
拡
大

し
て
お
り
、
チ
ェ
コ
経
済
の
質
的
転
換

も
進
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
外
資
系
企
業
の
投
資
に
よ

る
チ
ェ
コ
経
済
へ
の
貢
献
割
合
は
、
労

具体的内容

新設企業に対する最高５年間の法人税免除
既存企業に対する最高５年間の法人税一部免除

新規雇用に対する資金援助（一人当たり２０万コ
ルナ≒１．５百万円）

新規雇用者訓練・再訓練に対する資金援助（失
業率により３５％まで）

優遇価格での公有地譲渡

投資優遇措置法
Act on Investment Incentives

による優遇措置

税制上の優遇措置

雇用創出補助金

訓練、再訓練補助金

立地優遇措置

チ
ェ
コ
イ
ン
ベ
ス
ト
玄
関
前
で
の
記
念
撮
影
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住
友
電
工
・
電
装（
Ｓ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
）

ハ
ン
ガ
リ
ー
社
訪
問
記

吉野 寛治氏

吉
野
電
化
工
業
�

代
表
取
締
役
社
長

吉
野

寛
治
氏

働
力
の
４４
・
９
％
の
雇
用
を
創
出
し
、

工
業
製
品
の
う
ち
６０
・
７
％
を
生
産
、

直
接
工
業
製
品
輸
出
で
は
６１
・
１
％
を

創
出
し
て
い
る
。（
２
０
０
７
年
第
３

四
半
期
）

７
�
日
経
企
業
の
状
況

チ
ェ
コ
共
和
国
に
進
出
し
て
い
る
日

系
企
業
に
は
、
松
下
電
器
、
ト
ヨ
タ
、

小
糸
製
作
所
、
デ
ン
ソ
ー
、
シ
マ
ノ
な

ど
の
メ
ー
カ
ー
系
優
良
企
業
が
多
く
、

現
在
ま
で
に
、
２
２
６
社
、
そ
の
う
ち

８２
社
が
製
造
業
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

日
系
企
業
の
投
資
額
合
計
は
４７
億
ユ
ー

ロ
（
約
８
２
０
０
億
円
）
に
の
ぼ
り
、

チ
ェ
コ
国
内
に
４
４
、１
０
０
人
の
雇

用
機
会
を
創
出
し
て
い
る
。
近
年
は
、

自
動
車
産
業
に
続
き
液
晶
や
プ
ラ
ズ
マ

等
の
薄
型
Ｔ
Ｖ
製
造
拠
点
の
進
出
が
目

立
っ
て
い
る
。

チ
ェ
コ
に
お
け
る
外
国
直
接
投
資
の

こ
れ
ま
で
の
最
高
総
投
資
額
は
、
ト
ヨ

タ
と
プ
ジ
ョ
ー
の
合
弁
企
業
で
、
１３
億

ユ
ー
ロ
（
２
０
０
０
億
円
強
）
で
あ
り
、

そ
の
後
に
韓
国
の
Ｌ
Ｇ
と
フ
ィ
リ
ッ
プ

ス
の
合
弁
企
業
等
が
続
い
て
い
る
。

日
本
以
外
の
ア
ジ
ア
の
国
で
は
韓
国
、

台
湾
、
中
国
等
の
企
業
も
多
く
進
出
し

て
い
る
。
我
々
が
プ
ラ
ハ
に
到
着
し
た

日
、
プ
ラ
ハ
国
際
空
港
で
は
大
韓
航
空

機
が
離
発
着
し
て
い
る
姿
を
見
た
が
、

ア
ジ
ア
で
は
韓
国
が
ソ
ウ
ル
・
プ
ラ
ハ

間
の
直
行
便
を
運
航
し
て
お
り
、
日
本

か
ら
プ
ラ
ハ
へ
の
直
行
便
は
な
い
。

８
�
課
題
へ
の
対
応

チ
ェ
コ
共
和
国
は
、
社
会
主
義
経
済

か
ら
資
本
・
市
場
経
済
へ
の
移
行
国
と

し
て
「
体
制
転
換
」、「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
」、「
Ｅ
Ｕ
加
盟
」
の
「
成
長

の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
・
エ
ン
ジ
ン
」
の

展
開
と
同
時
に
海
外
企
業
誘
致
を
積
極

的
に
推
進
し
て
き
た
。
外
国
資
本
の
国

内
流
入
は
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
と
開
発
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
増
大
、

雇
用
拡
大
等
、
チ
ェ
コ
経
済
の
進
展
と

国
内
企
業
の
発
展
に
も
大
き
く
寄
与
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

チ
ェ
コ
共
和
国
は
、
こ
う
し
て
外
国

資
本
を
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
が
チ
ェ

コ
経
済
の
継
続
的
な
成
長
と
雇
用
の
創

出
に
は
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
国
の
政

策
の
下
に
積
極
的
な
自
由
化
政
策
、
市

場
経
済
政
策
を
進
め
、
世
界
が
注
目
す

る
経
済
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
一
方
で
は
、
日
本
の
北
海
道

よ
り
小
さ
い
国
土
か
つ
約
１０
百
万
人
の

小
規
模
国
家
に
は
、
過
剰
と
も
思
わ
れ

る
海
外
企
業
の
進
出
ラ
ッ
シ
ュ
が
、
チ

ェ
コ
国
内
の
労
働
力
不
足
や
賃
金
上
昇

に
よ
る
労
働
コ
ス
ト
の
高
騰
と
い
う
新

た
な
課
題
を
生
む
こ
と
と
な
っ
た
。
特

に
チ
ェ
コ
の
主
要
な
産
業
で
あ
る
労
働

集
約
形
の
製
造
業
に
と
っ
て
、
労
働
コ

ス
ト
の
上
昇
は
、
収
益
を
圧
迫
す
る
経

営
の
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
一
部
の
企

業
で
は
、
労
働
力
の
海
外
移
入
や
工
場

施
設
の
移
転
も
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、

チ
ェ
コ
経
済
は
、
労
働
集
約
型
産
業
か

ら
知
的
技
術
産
業
へ
質
的
な
転
換
も
進

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
旧
体
制
か

ら
引
き
ず
ら
れ
た
労
働
者
に
対
す
る
過

保
護
な
社
会
保
障
制
度
や
知
的
財
産
に

関
す
る
国
際
的
な
権
利
保
護
に
向
け
た

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
市
場

経
済
へ
の
完
全
移
行
の
た
め
に
解
決
す

べ
き
課
題
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

７
月
２
日
�
は
、
日
系
企
業
の
ワ
イ

ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
事
業
展
開
を
視
察
す
る

た
め
、
住
友
電
工
グ
ル
ー
プ
の
住
友
電

工
・
電
装
ハ
ン
ガ
リ
ー
社
を
訪
問
し
ま

し
た
。
岡
崎
社
長
を
は
じ
め
製
造
、
経

理
、
総
務
担
当
の
方
々
に
詳
細
な
ご
説

明
と
工
場
の
ご
案
内
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
紹
介

東
欧
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
ハ
ン

ガ
リ
ー
は
、
面
積
が
９
３
、０
３
０
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
日
本
の
約
１
／
４

に
な
り
ま
す
。
樺
太
と
同
緯
度
の
４７
度

な
の
で
、
か
な
り
高
緯
度
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
国
境
は
７
カ
国
と
接
し
て
い

て
、
海
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
内
は
１９
県

に
別
れ
て
い
ま
す
。
土
地
は
全
体
に
フ

ラ
ッ
ト
な
地
形
で
、
平
均
標
高
は
２
０

０
�
で
す
。
最
高
峰
は
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の

東
に
あ
る
１
０
１
５
�
の
ケ
ー
ケ
シ
ュ

山
、
大
き
な
川
が
二
つ
流
れ
て
い
て
、

有
名
な
ド
ナ
ウ
川
と
テ
ィ
ス
タ
川
で
す
。

大
き
な
湖
と
し
て
は
、
内
陸
欧
州
最
大

の
湖
「
バ
ラ
ト
ン
湖
」
が
あ
り
、
夏
場

は
水
泳
や
ヨ
ッ
ト
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

人
口
は
約
１
０
０
０
万
人
、
平
均
寿
命

が
男
性
６８
歳
、
女
性
７７
歳
と
、
日
本
に

比
べ
短
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由

は
食
生
活
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
て
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
人
が
酒
、
タ
バ
コ
、
脂
っ

こ
い
食
事
が
好
き
だ
と
い
う
の
が
影
響

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

国
旗
は
上
か
ら
赤
、
白
、
緑
の
三
色

に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
血
、
平

和
、
希
望
を
表
し
て
い
ま
す
。
国
章
は

上
半
分
が
聖
王
冠
で
、
下
半
分
の
左
側

が
ア
ル
パ
ー
ト
家
の
家
紋
で
あ
る
盾
で
、

白
い
部
分
が
４
本
の
主
要
河
川
を
意
味

し
て
い
ま
す
。
右
半
分
は
双
十
字
と
王

冠
と
三
つ
の
山
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ

の
双
十
字
は
１
２
０
０
年
頃
か
ら
使
わ

れ
て
い
て
、
支
配
者
を
象
徴
す
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
国
章
は

１
５
０
０
年
頃
か
ら
王
国
の
象
徴
と
な

２００６年に中・東欧に新規進出した日系製造業者

業 種

自動車用ガラスの製造

液晶テレビ、プラズマモジュ
ールの製造

液晶モジュールの製造

液晶モジュール製造

出所：ジェトロ「在欧日系製造調査」等より抜粋

日本側企業

旭硝子

日立製作所

IPSアルファテクノロジー

オーナンバ
三井物産

現地企業名

AGC Automotive Europe

Hitachi Home
Electronics（Czech）s.r.o

IPS Alpha Technology
Europe,s.r.o

O&M Solar s.r.o
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っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
描
か
れ
て
い
る

聖
王
冠
は
第
一
級
の
国
宝
で
国
王
の
戴

冠
式
に
使
わ
れ
ま
す
。
普
段
は
国
会
議

事
堂
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
有
料

で
見
学
が
で
き
ま
す
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
歴
史
を
見
る
と
、
古

代
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
パ
ン
ノ
ニ
ア
と
呼
ば

れ
、
ロ
ー
マ
の
属
州
と
し
て
統
治
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡
後
、

い
く
つ
か
の
民
族
が
東
の
方
か
ら
流
れ

て
き
ま
し
た
が
、
９
世
紀
頃
に
ア
ル
パ

ー
ト
に
率
い
ら
れ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
が

ウ
ラ
ル
山
脈
辺
り
か
ら
移
住
し
て
、
こ

の
ハ
ン
ガ
リ
ー
地
域
に
住
み
着
い
た
の

が
元
々
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ス
タ
ー
ト
で

す
。
８
９
５
年
ア
ル
パ
ー
ト
家
が
ハ
ン

ガ
リ
ー
盆
地
を
征
服
し
、
１
０
０
０
年

に
は
聖
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
王
が
ロ
ー

マ
法
王
よ
り
戴
冠
を
受
け
ハ
ン
ガ
リ
ー

王
国
が
誕
生
し
ま
し
た
。
ア
ル
パ
ー
ト

家
か
ら
そ
の
後
ア
ン
ジ
ュ
ー
王
朝
と
進

み
、
１４
世
紀
初
め
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

強
国
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
頃
が
ハ

ン
ガ
リ
ー
の
絶
頂
期
で
し
た
。
繁
栄
は

永
く
は
続
か
ず
、
１
５
２
６
年
モ
ハ
ー

チ
の
戦
い
で
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
に
敗
れ

た
後
、
ト
ル
コ
の
支
配
が
１
５
０
年
間

続
き
ま
し
た
。
１
６
８
６
年
に
ハ
プ
ス

ブ
ル
ク
家
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
、
次
第

に
ト
ル
コ
色
が
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
１８
世
紀
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
支

配
下
に
あ
り
ま
し
た
が
、
１
８
４
８
年

３
月
１５
日
革
命
が
お
き
ま
し
た
。
こ
の

日
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
有
名
な
記
念
日
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
革
命
は
翌
１
８
４

９
年
に
は
失
敗
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

す
。１
８
６
８
年
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
二
重
帝
国
と
な
り
ま
し

た
。
第
一
次
世
界
大
戦
で
は
負
け
側
に

付
い
た
の
で
、
ト
リ
ア
ノ
ン
条
約
で
領

土
が
１
／
３
に
削
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
ド
イ
ツ
軍

に
占
領
さ
れ
る
な
ど
苦
し
い
時
代
が
続

き
ま
し
た
。
１
９
４
９
年
ソ
連
軍
に
よ

り
解
放
さ
れ
ま
し
た
が
、
ソ
連
に
よ
る

独
裁
と
粛
清
が
続
き
ま
し
た
。
１
９
５

６
年
ハ
ン
ガ
リ
ー
動
乱
で
蜂
起
し
ま
し

た
が
失
敗
し
ま
し
た
。
や
が
て
ベ
ル
リ

ン
の
壁
の
崩
壊
を
き
っ
か
け
と
し
て
体

制
変
革
が
進
み
、
社
会
主
義
か
ら
民
主

主
義
社
会
に
転
換
し
ま
し
た
。
そ
し
て

西
暦
２
０
０
０
年
、
建
国
１
０
０
０
年

を
迎
え
た
の
で
す
。

お
国
事
情
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
は
二
つ
の
国
歌
が
あ
り

ま
す
。一
つ
は
式
典
の
冒
頭
に
歌
う「
ヒ

ム
ヌ
ス
」
で
、
敗
戦
の
連
続
が
故
の
歴

史
の
悲
哀
を
歌
っ
た
も
の
で
す
。
も
う

一
つ
は
式
典
の
最
後
に
歌
う
「
ソ
ー
ザ

ト
」
で
、
宣
言
・
声
明
を
意
図
し
た
も

の
で
す
。
有
名
な
詩
人
を
沢
山
輩
出
し
、

ま
た
音
楽
で
言
え
ば
リ
ス
ト
、
コ
ダ
ー

イ
、
バ
ル
ト
ー
ク
な
ど
の
作
曲
家
が
出

て
い
ま
す
。
教
育
に
は
熱
心
で
、
特
に

自
然
科
学
を
中
心
と
し
た
理
数
系
が
強

い
よ
う
で
す
。
１３
名
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
者
が
い
ま
す
。
自
然
が
豊
か
で
、
何

百
と
い
う
温
泉
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し

日
本
に
比
べ
る
と
ぬ
る
い
温
泉
で
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
人
は
社
交
の
場
と
し
て
活
用

し
、
温
泉
に
つ
か
り
な
が
ら
チ
ェ
ス
や

読
書
を
楽
し
み
ま
す
。
ま
た
、
ユ
ネ
ス

コ
の
自
然
遺
産
が
７
箇
所
あ
り
、
観
光

立
国
で
も
あ
り
ま
す
。
産
物
と
し
て
は

カ
ロ
チ
ャ
刺
繍
、
ヘ
レ
ン
ド
陶
磁
器
、

ジ
ョ
ー
ナ
イ
窯
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
、

ワ
イ
ン
、
フ
ォ
ア
グ
ラ
等
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

日
本
と
の
友
好
関
係
に
つ
い
て
は
、

２
０
０
９
年
に
国
交
樹
立
１
４
０
周
年

を
向
か
え
、
第
二
次
大
戦
後
の
国
交
回

復
が
日
本
と
同
じ
時
期
で
５０
周
年
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
を
お
祝
い
し
て
ド
ナ
ウ

川
に
か
か
る
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
橋
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

き
な
国
民
の
祝
日
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

３
月
１５
日
は
独
立
記
念
日
、
８
月
２０
日

は
聖
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
記
念
日
で
建

国
の
日
で
す
。
こ
の
日
ブ
ダ
ペ
ス
ト
は

大
変
な
賑
わ
い
に
な
り
、
夜
に
は
大
変

立
派
な
花
火
が
上
が
り
ま
す
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
基
本
情
報
と
し
て
、

ブ
タ
ペ
ス
ト
へ
の
人
口
集
中
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
１
０
０
０
万
人
の
う
ち
１
６

９
万
人
が
ブ
タ
ペ
ス
ト
に
お
り
集
中
度

は
か
な
り
高
い
と
い
え
ま
す
。
言
葉
は

特
殊
な
言
語
体
系
を
持
っ
て
い
て
、
日

本
語
に
似
た
表
現
方
法
の
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
通
貨
は
現
在
は
フ
ォ
リ
ン
ト

で
す
が
、
２
０
１
４
、
１
５
年
に
は
ユ

ー
ロ
を
導
入
す
る
と
見
ら
れ
ま
す
。
マ

ク
ロ
経
済
デ
ー
タ
で
見
る
と
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ

成
長
率
は
１
・
３
％
で
東
欧
諸
国
の
中

で
は
非
常
に
低
い
水
準
で
す
。
物
価
上

昇
率
は
昨
今
の
石
油
や
公
共
料
金
の
値

上
げ
、
政
府
補
助
の
打
ち
切
り
な
ど
が

あ
り
、
８
％
と
高
い
値
で
す
。
失
業
率

は
全
国
平
均
で
７
％
強
で
す
が
、
こ
の

地
域
は
２
〜
３
％
と
低
い
値
と
な
っ
て

い
ま
す
。
地
域
に
よ
る
バ
ラ
ツ
キ
が
大

き
く
、
ド
ナ
ウ
川
の
西
側
が
低
く
、
東

側
が
高
い
状
況
で
す
。

会
社
の
概
要
紹
介

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
首
都
、
ブ
タ
ペ
ス
ト

の
西
に
位
置
す
る
モ
ー
ル
市
に
住
友
電

工
・
電
装
（
Ｓ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
）
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
工
場
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
モ
ー
ル
市

は
人
口
１
６
、０
０
０
人
、
失
業
率
は

相
対
的
に
は
低
く
２
〜
３
％
で
す
。
い

ろ
い
ろ
な
国
の
工
場
が
進
出
し
て
い
て
、

日
本
以
外
で
は
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス

ペ
イ
ン
な
ど
が
進
出
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
の
産
業
と
し
て
白
ワ
イ
ン
の
生
産

が
盛
ん
で
、
良
い
産
地
と
し
て
有
名
で

す
。
こ
の
辺
り
に
は
住
友
グ
ル
ー
プ
の

会
社
が
集
ま
っ
て
い
て
、
す
ぐ
隣
に
は

当
社
と
は
別
組
織
と
し
て
Ｓ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
コ

ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う

ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
用
部
品
を
製
造
し

て
い
る
会
社
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら

２０
�
西
側
の
テ
ィ
シ
ュ
ベ
ル
に
は
自
動

車
用
電
線
を
作
っ
て
い
る
会
社
が
、
ま

た
東
の
方
の
ア
ラ
チ
ャ
ン
に
は
Ｆ
Ｐ
Ｃ

の
工
場
が
あ
り
ま
す
。

当
社
が
あ
る
工
業
団
地
に
は
他
に
も

Ａ
Ｆ
Ｌ
と
い
う
自
動
車
関
連
の
会
社
が

あ
り
、
団
地
全
体
の
労
働
人
口
は
約
７

０
０
０
人
で
す
。
当
社
は
７
４
０
名
で

す
。
こ
の
工
場
の
ほ
か
に
車
で
５
分
程

の
と
こ
ろ
に
部
品
と
完
成
品
用
の
２
０

０
０
平
米
の
倉
庫
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

工
場
の
敷
地
面
積
は
３
・
２
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
工
場
は
９
１
０
０
平
米
で
す
。
資

本
金
は
日
本
円
で
約
１５
億
円
、
住
友
電

工
６０
％
、
住
友
電
装
４０
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
認
証
と
し
て
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
６
９

４
９
を
取
得
し
て
お
り
、
近
い
う
ち
に

１
４
０
０
０
を
取
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
へ
の
進
出
に
は
ス
ズ
キ
と
の

結
び
つ
き
が
強
く
あ
り
ま
す
。
１
９
９

１
年
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
体
制
が
変
わ
っ

た
直
後
で
す
が
、
ス
ズ
キ
が
進
出
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

初
期
の
進
出
分
野
は
、
地
元
の
バ
ス
メ

ー
カ
ー
、
イ
カ
ル
ス
社
向
け
の
バ
ス
用

住
友
電
工
・
電
装
ハ
ン
ガ
リ
ー
社
で
あ

い
さ
つ
す
る
利
根
会
長
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ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
の
技
術
援
助
で
し

た
。
１
９
９
６
年
に
は
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｇ
社
と

住
友
電
工
が
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー

で
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
�
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｇ
ワ
イ
ヤ
リ
ン

グ
ハ
ー
ネ
ス
社
を
作
り
、
自
動
車
用
に

本
格
進
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

１
９
９
８
年
に
は
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｇ
社
の
持
ち

株
を
す
べ
て
買
い
取
っ
て
、
１
０
０
％

子
会
社
と
し
ま
し
た
。
１
９
９
９
〜
２

０
０
０
年
に
掛
け
て
こ
の
地
に
新
工
場

を
建
て
、
拡
張
も
し
ま
し
た
。
２
０
０

２
年
２
月
、
現
在
の
社
名
に
変
更
し
ま

し
た
。

組
織
は
簡
素
な
も
の
で
、
社
長
、
副

社
長
と
５
つ
の
部
門
が
あ
り
、
日
本
人

の
駐
在
は
総
務
・
経
理
関
係
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
、
設
計
関
係
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
な
ど
で
計
４
人
で
す
。
製
品

の
顧
客
比
率
は
９０
％
以
上
が
ス
ズ
キ
で
、

ド
イ
ツ
の
ダ
イ
ム
ラ
ー
が
数
％
と
、
僅

か
で
す
が
ス
タ
ン
レ
ー
で
す
。
協
力
会

社
は
３
社
４
ヶ
所
を
使
っ
て
い
ま
す
。

加
え
て
ド
バ
イ
に
も
工
場
が
あ
り
、
こ

こ
で
完
成
品
を
作
り
輸
入
し
て
い
ま
す
。

国
内
生
産
と
の
比
率
は
半
々
で
す
。
ド

バ
イ
の
工
場
は
Ｓ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
の
工
場
と
い

う
性
格
で
す
が
、
イ
ン
ド
資
本
と
日
本

の
合
弁
会
社
で
、
こ
こ
に
生
産
委
託
し

て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
人
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
の
下
、
イ
ン
ド
や
ネ
パ
ー
ル
、
ス
リ

ラ
ン
カ
か
ら
従
業
員
を
連
れ
て
き
て
い

ま
す
。

ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
製
造
工

程
の
紹
介

自
動
車
内
の
電
線
の
配
置
の
イ
メ
ー

ジ
は
人
間
の
血
管
と
同
じ
だ
と
考
え
ら

れ
、
大
変
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
当
工
場
の
製
品
は
１
０

０
％
ス
ズ
キ
向
け
で
、
ス
イ
フ
ト
や
Ｓ

Ｘ
４
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。
ス
ズ
キ
の

車
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
だ
け
で
な
く
Ｅ
Ｕ
内

で
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
車

に
向
け
た
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
の
種
類

は
何
百
種
類
に
も
な
り
ま
す
が
、
そ
の

中
で
一
番
重
要
な
も
の
が
電
線
で
す
。

製
造
工
程
の
一
番
目
は
、
こ
の
電
線

の
加
工
工
程
で
す
。
先
ず
電
線
を
必
要

な
長
さ
に
切
断
し
、
端
子
を
か
し
め
て

取
り
付
け
ま
す
。
電
線
の
種
類
も
何
百

種
類
と
あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
は
自
動
機

で
切
断
・
端
子
取
り
付
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。
次
に
コ
ネ
ク
タ
ー
の
取
り
付
け

な
ど
の
サ
ブ
・
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
を
行
い

ま
す
。
複
雑
な
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
で

は
何
百
回
路
に
も
な
る
の
で
、
部
分
部

分
に
分
け
て
作
り
、
コ
ン
ベ
ア
に
仮
結

線
し
た
も
の
を
順
番
に
置
き
、
そ
れ
ぞ

れ
を
端
子
で
つ
な
ぐ
こ
と
で
本
結
線
と

し
ま
す
。
こ
の
時
コ
ン
ベ
ア
上
で
は
実

際
の
車
の
大
き
さ
で
配
線
が
行
わ
れ
ま

す
。
レ
イ
ア
ウ
ト
に
は
金
属
製
の
治
具

を
用
い
、
外
装
部
品
の
取
り
付
け
作
業

も
行
い
、
そ
の
後
に
テ
ー
プ
巻
を
行
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
各
々
の
工
程
で
品
質

保
証
を
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
一
旦
組
み
は
ず
し
て
、
各
端
子

や
ク
ラ
ン
プ
を
取
り
付
け
完
成
さ
せ
ま

す
。検

査
工
程
は
二
つ
あ
り
、
回
路
の
電

気
的
な
導
通
を
検
査
す
る
工
程
と
目
視

検
査
で
す
。
全
数
検
査
を
実
施
し
て
お

り
、
何
百
種
類
も
の
仕
様
に
対
し
て
適

合
し
て
い
る
か
を
見
る
の
で
、
Ｉ
Ｔ
化

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
最
後

に
サ
ン
プ
ル
品
照
合
、
抜
取
り
検
査
を

経
て
出
荷
と
な
り
ま
す
。
納
入
先
は
車

で
１
時
間
か
ら
１
時
間
半
の
と
こ
ろ
に

あ
り
、
一
日
３
回
運
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
一
年
間
で
の
顧
客
ク
レ
ー
ム
は
ゼ
ロ

で
す
。
客
先
の
仕
様
変
更
に
対
応
で
き

る
体
制
を
作
っ
て
い
ま
す
。
手
作
業
も

多
い
こ
と
か
ら
、
人
の
管
理
が
重
要
な

課
題
で
す
。

作
業
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
と
工
場
見
学

工
程
の
説
明
の
後
、
実
際
の
品
物
で

工
程
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
作
業
を
見
せ
て

い
た
だ
い
た
方
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
方
で

す
が
、
日
本
の
高
度
の
技
能
者
と
変
わ

ら
な
い
ス
キ
ル
を
お
持
ち
で
し
た
。

様
々
な
作
業
を
手
際
よ
く
こ
な
し
て
い

く
姿
に
Ｓ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
社
の
レ
ベ
ル
の
高
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
技
能
に
は

資
格
制
度
が
適
用
さ
れ
て
お
り
、
資
格

者
は
後
輩
の
指
導
に
力
を
入
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

こ
う
し
た
予
備
知
識
を
得
た
上
で
工

場
見
学
に
出
か
け
ま
し
た
。
ラ
イ
ン
は

大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
一
つ

は
電
線
の
切
断
・
端
子
圧
着
工
程
で
構

成
さ
れ
る
前
段
取
り
で
、
自
動
機
が
活

躍
し
て
い
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
組
立

工
程
で
す
。
い
ず
れ
も
セ
ル
生
産
方
式

を
導
入
し
て
お
り
、
車
種
ご
と
に
対
応

す
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
様
子
は
日
本
の
ラ
イ
ン
と
同
等
の
シ

ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
て
、
ま
る
で
日
本

の
先
進
ラ
イ
ン
を
見
て
い
る
よ
う
で
し

た
。
約
１０
�
の
セ
ル
方
式
ラ
イ
ン
に
対

し
、
チ
ー
ム
を
組
ん
で
作
業
を
進
め
最

後
ま
で
完
成
さ
せ
ま
す
。
後
半
に
あ
る

テ
ー
プ
巻
き
の
作
業
は
す
べ
て
手
作
業

で
す
が
、
そ
の
作
業
速
度
の
速
さ
に
は

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
ア

ジ
ア
の
製
造
技
術
の
高
さ
が
話
題
に
な

り
ま
す
が
、
こ
こ
の
技
術
は
そ
れ
に
匹

敵
す
る
も
の
だ
と
確
信
し
ま
し
た
。

質
疑
応
答
の
概
要

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
生
産
拠
点
を
置
い
た

理
由
は
、
ス
ズ
キ
か
ら
部
品
を
現
地
調

達
し
た
い
と
い
う
要
請
が
あ
っ
た
た
め

で
す
。
こ
の
要
請
に
応
え
て
き
た
こ
と

に
よ
り
、
現
時
点
で
は
納
入
す
る
ス
ズ

キ
の
工
場
（
マ
ジ
ャ
ー
ル
ス
ズ
キ
）
に

お
け
る
シ
ェ
ア
は
１
０
０
％
で
す
。
当

工
場
は
専
用
工
場
と
い
う
位
置
づ
け
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス

を
構
成
す
る
部
品
は
客
先
ご
と
に
異
な

り
、
製
造
設
備
も
微
妙
に
異
な
る
こ
と

か
ら
得
意
先
別
専
用
工
場
に
す
る
の
が

通
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

従
業
員
は
地
道
な
作
業
を
こ
つ
こ
つ

こ
な
す
人
で
あ
れ
ば
良
く
、
ハ
ン
ガ
リ

ー
人
は
向
い
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
比

較
的
勤
勉
な
ほ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、

自
ら
工
夫
す
る
の
は
苦
手
な
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
現
在
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
１０
と
銘

打
っ
た
品
質
改
善
活
動
を
進
め
て
い
ま

す
。
バ
ッ
ヂ
を
つ
け
て
品
質
指
標
を
１０

％
上
げ
よ
う
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て

プ
レ
ゼ
ン
会
場
で
の
岡
崎
社
長
（
右
か

ら
２
人
目
）

同
社
正
門
前
で
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ハ
ン
ガ
リ
ー
投
資
貿
易
開
発
局

を
視
察
し
て

高嶋 英一氏

東
京
ガ
ス
�

埼
玉
支
店
長

高
嶋

英
一
氏

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
成
果
と
し

て
、
生
産
効
率
や
品
質
が
少
し
向
上
し

て
き
て
い
ま
す
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
賃
金

水
準
は
Ｅ
Ｕ
２７
ヶ
国
平
均
の
７０
％
位
で
、

労
使
関
係
は
全
国
的
に
安
定
し
て
い
ま

す
。
あ
ま
り
ス
ト
の
話
は
聞
き
ま
せ
ん

が
、
時
々
公
共
交
通
機
関
が
ス
ト
を
行

っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
合
法
的
な
休

み
に
関
し
て
は
制
度
的
に
労
働
者
に
厚

い
た
め
、
そ
れ
を
悪
用
し
て
病
欠
を
取

る
人
も
い
る
よ
う
で
す
。

部
品
調
達
は
６０
％
が
Ｅ
Ｕ
域
内
、
４０

％
が
域
外
で
す
が
主
に
日
本
か
ら
の
輸

入
で
す
。
部
品
は
日
本
の
親
会
社
が
指

定
し
た
も
の
、
ま
た
は
品
質
承
認
を
受

け
た
も
の
、
あ
る
い
は
住
友
グ
ル
ー
プ

会
社
か
ら
の
調
達
に
限
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
の
事
業
展
開
と
し
て
、
販
売

先
の
拡
大
は
当
面
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

一
方
、
自
動
車
の
高
度
化
に
伴
う
新
製

品
の
製
造
・
販
売
に
は
積
極
的
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
つ
も
り
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
特
殊
性
と
し
て
Ｃ
Ｏ
２

排
出
権
取

引
な
ど
の
環
境
問
題
が
挙
げ
ら
れ
ま
す

が
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
実
際
問
題
と
し

て
は
あ
ま
り
無
い
よ
う
で
す
。
ビ
ン
や

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
缶
も
分
別
は
し
て
い

ま
せ
ん
。
た
だ
、
経
費
節
減
と
い
う
観

点
か
ら
の
対
応
は
し
て
い
ま
す
。

ま
と
め

い
わ
ゆ
る
東
欧
の
工
場
と
い
う
こ
と

で
ど
こ
と
な
く
近
代
化
さ
れ
て
い
な
い

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
視
察
で
は
そ
の
考
え
が
適
切
で
な

い
こ
と
を
強
く
実
感
し
ま
し
た
。
工
場

の
中
は
整
理
・
整
頓
が
し
っ
か
り
定
着

し
、
各
作
業
の
技
術
水
準
は
な
ん
ら
日

本
と
変
わ
る
事
が
な
い
よ
う
に
思
え
ま

し
た
。
社
内
の
人
材
教
育
に
力
を
入
れ

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
地
元
の
高
校
生

や
大
学
生
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
場

所
と
し
て
提
供
し
て
い
る
な
ど
、
我
々

の
今
後
の
経
営
に
役
立
つ
様
々
な
取
り

組
み
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ

ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
た
模
範
的
企
業

の
姿
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
今
の
日
本

に
参
考
に
な
る
視
察
訪
問
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
４
月
に
赴
任
し
て
早
速
、
今
回

で
３１
回
目
を
数
え
る
�
埼
玉
県
経
営
者

協
会
の
由
緒
あ
る
海
外
視
察
へ
の
参
加

の
機
会
を
い
た
だ
い
た
。
今
回
の
視
察

は
、
世
界
規
模
で
進
行
す
る
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て
地
域
と
し
て

防
衛
す
る
元
気
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
リ

ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
焦
点
を
当
て
、

Ｅ
Ｕ
経
済
変
革
の
中
核
と
な
っ
て
い
る

中
・
東
欧（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
チ
ェ
コ
・

ハ
ン
ガ
リ
ー
）
を
訪
問
し
た
。

東
欧
諸
国
は
旧
体
制
崩
壊
後
、
Ｅ
Ｕ

へ
の
加
盟
を
視
野
に
経
済
発
展
に
注
力

す
る
と
と
も
に
、
特
に
地
球
温
暖
化
問

題
に
関
し
て
、
そ
の
「
余
剰
排
出
枠
」

で
大
変
注
目
さ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

と
り
わ
け
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、

我
が
国
と
の
間
で
昨
年
１２
月
に
余
剰
排

出
枠
の
取
引
に
関
す
る
覚
書
に
署
名
し

て
い
る
。
我
が
国
が
排
出
量
取
引
の
一

方
式
で
あ
る
「
グ
リ
ー
ン
投
資
ス
キ
ー

ム
」
に
関
し
、
外
国
政
府
と
の
間
で
署

名
す
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
今
後
、

周
辺
の
中
・
東
欧
諸
国
に
も
同
様
の
動

き
が
波
及
す
る
可
能
性
が
高
い
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
注
目
エ
リ

ア
の
報
告
担
当
に
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

既
に
ご
案
内
の
通
り
で
は
あ
る
が
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
つ
い
て
若
干
記
載
し
た

い
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
ア
ル
プ
ス
、
カ
ル

パ
チ
ア
山
脈
な
ど
に
囲
ま
れ
た
盆
地
で

あ
り
、
人
口
は
約
１
千
万
人
、
国
土
面

積
は
約
９
万
�
の
共
和
制
国
家
で
あ
る
。

古
代
よ
り
様
々
な
民
族
が
進
入
し
定
着

し
て
き
た
が
、
８
９
６
年
に
ウ
ラ
ル
山

脈
を
起
源
と
す
る
マ
ジ
ャ
ル
人
が
ハ
ン

ガ
リ
ー
盆
地
に
進
出
し
、
１
０
０
０
年

に
イ
シ
ュ
ト
バ
ー
ン
１
世
が
ハ
ン
ガ
リ

ー
王
国
を
建
国
し
た
。
そ
の
後
、
１３
世

紀
に
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
軍
の
襲
来
に
よ

り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
が
、
１５
世
紀

に
は
周
辺
の
諸
国
と
連
合
を
組
み
、
中

央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
強
国
と
な
っ
た
。
１６

世
紀
に
入
り
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
オ
ー
ス

ト
リ
ア
（
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
）
に
よ
っ

て
分
割
支
配
さ
れ
た
が
、
オ
ス
マ
ン
帝

国
が
衰
退
す
る
と
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家

が
二
重
君
主
と
し
て
君
臨
す
る
オ
ー
ス

ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
と
な
っ
た
。

第
一
次
・
二
次
大
戦
で
敗
戦
、
戦
後
は

旧
ソ
連
の
影
響
下
、
共
産
主
義
国
ハ
ン

ガ
リ
ー
人
民
共
和
国
と
し
て
再
出
発
、

冷
戦
終
結
後
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
へ

の
復
帰
を
目
指
し
て
改
革
開
放
を
進
め
、

２
０
０
４
年
に
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
し
た
。

特
筆
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
人
口
比

で
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
数
が
世
界
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
歴
史
的
に
も
多
数
の
科
学
者
を
輩

出
し
て
お
り
、
優
れ
た
数
学
教
育
で
も

有
名
で
あ
る
。
こ
の
影
響
も
あ
り
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
開
発
等
後
世
に
影
響
を
与

え
る
独
創
的
な
発
明
を
し
て
い
る
。

０７
年
の
経
済
指
標
（
ジ
ェ
ト
ロ
・
ウ

ィ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
を
見
る
と
、
中
・

東
欧
諸
国
の
中
で
は
、
一
人
当
た
り
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
１
０
、１
３
０
ユ
ー
ロ
と
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
が
、
財
政
赤
字
も
多

く
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
財
政
赤
字
は
５
・
７

％
と
高
い
。
Ｅ
Ｕ
加
盟
後
の
大
き
な
課

題
で
あ
る
ユ
ー
ロ
導
入
へ
の
見
通
し
も

立
た
な
い
状
況
に
あ
る
。

日
本
企
業
の
進
出
は
、
ス
ズ
キ
、
デ

ン
ソ
ー
、
三
菱
電
機
、
旭
硝
子
、
ブ
リ

ヂ
ス
ト
ン
、
サ
ン
ヨ
ー
、
ス
タ
ン
レ
ー

電
気
等
比
較
的
堅
調
で
あ
っ
た
が
、
近

年
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ス

ロ
バ
キ
ア
へ
の
進
出
の
動
き
が
盛
ん
で
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
苦
戦
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

さ
て
、
地
球
温
暖
化
問
題
に
関
し
て

ハ
ン
ガ
リ
ー
が
注
目
さ
れ
る
理
由
に
、

上
述
の
通
り
「
余
剰
排
出
枠
」（
ホ
ッ

ト
エ
ア
）
の
問
題
が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
、

そ
れ
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
お
き

た
い
。
９７
年
１２
月
に
京
都
で
開
催
さ
れ

た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
に
お
い
て
、「
京
都
議
定

書
」
が
策
定
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
京
都
メ

カ
ニ
ズ
ム
が
誕
生
し
た
。
こ
れ
は
大
き

く
３
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

�
Ｊ
Ｉ
（Joint

Im
plem
entation

）

�
Ｃ
Ｄ
Ｍ
（Clean

D
evelopm

ent
M
echanism

）

�
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（G

reen
Investm

ent
Schem

e

）

Ｊ
Ｉ
は
先
進
国
間
の
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
、
Ｃ
Ｄ
Ｍ

は
先
進
国
が
途
上
国
で
行
う
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
、
Ｇ

―１３―



Ｉ
Ｓ
は
排
出
量
取
引
に
よ
る
売
却
代
金

を
ホ
ス
ト
国
（
排
出
枠
売
却
国
）
の
環

境
対
策
に
充
て
る
制
度
で
あ
る
。

中
・
東
欧
諸
国
は
、
９０
年
代
の
経
済

の
停
滞
に
よ
り
、
９０
年
と
い
う
基
準
年

の
排
出
量
に
対
し
て
、
豊
富
な
余
剰
排

出
枠
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
を
英
語
で

「H
ot
A
ir

」
と
表
現
し
て
い
る
が
、

空
手
形
と
い
う
意
味
も
あ
る
た
め
、
自

国
の
努
力
に
よ
る
削
減
量
で
な
い
こ
と

を
揶
揄
し
て
表
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

今
回
訪
問
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
投
資
貿

易
開
発
局
（
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ｈ
）
は
１
９
９
３

年
に
設
立
さ
れ
た
政
府
機
関
で
あ
る
。

１
６
０
名
と
い
う
少
数
精
鋭
の
組
織
で
、

国
内
に
８
箇
所
の
地
域
拠
点
オ
フ
ィ
ス
、

世
界
４３
カ
国
に
５６
の
出
先
機
関
を
設
置

し
（
日
本
で
は
大
使
館
内
に
ス
タ
ッ
フ

が
常
駐
）、
こ
れ
ま
で
３
０
０
以
上
の

投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
て
い
る
。

今
回
の
訪
問
で
は
、
８
時
半
か
ら
１１

時
半
ま
で
３
時
間
に
渡
り
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
振
興
や
グ
リ
ー
ン
投
資
ス
キ
ー

ム
等
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

お
よ
び
質
疑
応
答
の
時
間
を
頂
戴
し
、

Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ｈ
の
他
、
研
究
開
発
技
術
庁
、

お
よ
び
環
境
水
利
省
の
職
員
の
方
々
に

も
ご
対
応
い
た
だ
き
、
大
変
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
日
本
企
業
誘
致
に
対
す
る

並
々
な
ら
ぬ
熱
意
を
感
じ
た
次
第
で
あ

る
。

�
ハ
ン
ガ
リ
ー
投
資
貿
易
開

発
局

（H
ungarian

Investm
ent
and

T
rade

D
evelopm

ent
A
gency

、

Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ｈ
）

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ｈ

のD
irector

で
あ
るCsaba

K
il -

ian

氏
に
務
め
て
い
た
だ
い
た
。

Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ｈ
に
は
次
の
２
つ
の
目
的

が
あ
る
。

�
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
の
外
国
投
資
の

呼
び
込
み
と
サ
ポ
ー
ト

�
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
国
内
中
小
企
業

の
輸
出
サ
ポ
ー
ト

海
外
か
ら
進
出
を
希
望
す
る
企

業
に
対
し
て
は
、
４０
〜
５０
の
指
標

で
検
討
し
た
サ
イ
ト
設
定
の
た
め

の
情
報
、
物
流
・
イ
ン
フ
ラ
・
部

品
調
達
等
の
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
る
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
た
め

の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
も
万
全
で
あ
る
。

こ
の
１０
年
間
で
１
３
０
社
の
投
資
決

定
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
が
、
現
在
は
チ
ェ

コ
、
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
等
と

競
争
環
境
に
あ
る
。

こ
の
４
〜
５
年
は
、
デ
ン
ソ
ー
、
現

代
等
、
自
動
車
関
連
産
業
の
大
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
つ
い

１０
日
前
に
も
ベ
ン
ツ
が
投
資
決
定
し
た

ば
か
り
で
あ
る
。

一
方
で
、
急
速
な
外
資
の
参
入
に
よ

り
、
労
働
力
の
不
足
や
賃
金
高
騰
等
の

問
題
も
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
と
し
て
の
他
国
に
比
し

て
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
は
、
高
速
道
路

が
整
備
さ
れ
、
首
都
ブ
ダ
ペ
ス
ト
ま
で

２
時
間
以
内
で
行
き
来
が
で
き
る
こ
と
、

優
秀
な
労
働
力
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

主
な
分
野
別
の
動
き
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

○
情
報
通
信
分
野
（Inform

ation
and

Com
m
unication

technology

�
Ｉ

Ｃ
Ｔ
）
�
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

諸
国
の
中
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
製
品
の
輸
出
シ

ェ
ア
が
第
２
位
で
あ
る
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、

Ｈ
Ｐ
、
シ
ー
メ
ン
ス
、
Ｓ
Ａ
Ｐ
、
オ

ラ
ク
ル
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
、
Ｔ
Ａ

Ｔ
Ａ
と
い
っ
た
有
名
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
会
社
が
進
出
し
て
お
り
、
ブ
リ
テ

ィ
ッ
シ
ュ
・
テ
レ
コ
ム
等
の
Ｉ
Ｔ
企

業
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
も
ハ
ン
ガ

リ
ー
に
開
設
さ
れ
て
い
る
。
ノ
キ
ア
、

エ
リ
ク
ソ
ン
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
、
Ｓ
Ａ
Ｐ
、
オ
ラ
ク
ル
、
Ｓ
Ｕ
Ｎ

と
は
研
究
開
発
に
お
い
て
産
学
連
携

を
行
っ
て
い
る
。

○
自
動
車
関
連
分
野
�
国
内
工
業
総
生

産
に
お
い
て
１９
・
４
％
、
総
輸
出
の

２０
％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
。
ス

ズ
キ
、
ア
ウ
デ
ィ
、
Ｇ
Ｍ
オ
ペ
ル
、

デ
ン
ソ
ー
等
が
進
出
し
て
い
る
。

○
生
命
科
学
・
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
分

野
�
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

お
い
て
５
大
薬
品
生
産
国
で
あ
り
、

薬
品
の
開
発
に
強
い
。
ま
た
、
ナ
ノ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
も
、
現
在
、

医
療
器
具
・
レ
ー
ザ
ー
・
セ
ラ
ミ
ク

ス
・
冶
金
等
５０
の
テ
ー
マ
で
研
究
を

進
め
て
い
る
。

○
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
�
Ｅ
Ｕ

で
は
現
在
に
比
べ
て
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
割
合
を
２０
％
に
す
る
と
い

う
目
標
を
掲
げ
て
い
る
が
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
で
は
２０
年
ま
で
に
１５
％
の
割
合

に
す
る
計
画
を
持
っ
て
い
る
。
温
泉
、

風
力
、
太
陽
光
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
燃

料
電
池
等
が
あ
る
が
、
今
後
は
バ
イ

オ
マ
ス
・
バ
イ
オ
ガ
ス
・
風
力
に
期

待
し
て
い
る
。
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
で

は
サ
ン
ヨ
ー
が
０５
年
に
操
業
開
始
し

た
が
、
生
産
能
力
を
拡
大
す
る
予
定

で
あ
る
。

「
ダ
ボ
ス
会
議
」
を
主
催
し
て
い
る

こ
と
で
有
名
な
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム

（W
orld

Econom
ic
Forum

）
が
研

究
開
発
能
力
に
つ
い
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
を

２４
位
に
ラ
ン
ク
付
け
し
て
い
る
が
（
１

位
は
ス
イ
ス
、
チ
ェ
コ
は
３０
位
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
は
６４
位
）、
０９
年
に
は
ブ
タ
ペ

ス
ト
に
Ｅ
Ｕ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
は
Ｅ
Ｕ
内
で
の
科
学
技
術
拠
点

と
な
る
こ
と
を
標
榜
し
て
い
る
。

�
研
究
開
発
技
術
庁

（N
atio
nal

O
ffice

fo
r
R
e-

search
and

T
echno

lo
g
y

）

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、Director

G
eneral

のIldiko
K
ovacs

氏
に
務
め

て
い
た
だ
き
、
戦
略
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

で
あ
る
「
研
究
開
発
技
術
基
金
」（Re -

search
and
Technology

Innovation
Fund

、
Ｒ
Ｔ
Ｉ
基
金
）
に
つ
い
て
説

明
を
い
た
だ
い
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
が
今
後
生
き
残
っ
て
い

く
た
め
に
は
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
に

か
け
る
し
か
な
い
。
現
在
の
研
究
開
発

支
出
額
は
政
府
部
門
２
に
対
し
て
民
間

部
門
が
１
の
割
合
で
あ
る
が
、
こ
れ
を

民
間
部
門
２
�
政
府
部
門
１
の
割
合
に

逆
転
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

自
動
車
関
連
・
生
命
科
学
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・

食
料
・
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ナ
ノ
テ

ク
・
化
学
と
い
っ
た
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
の
研
究
、
そ
の
成
果
の
活
用
、
国
内

中
小
企
業
の
育
成
、
遅
れ
た
地
域
へ
の

企
業
誘
致
等
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
で
は
０３
〜
０４
年
に
か
け
て

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
」
を
取
り
ま

と
め
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
後
押
し
す

る
た
め
の
政
府
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
策

を
打
ち
出
し
た
。
そ
の
骨
子
は
以
下
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
開
発
局
の

D
irector

C
saba

K
ilian

氏
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通
り
で
あ
る
。

�
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー

な
法
整
備

�
（
発
想
か
ら
実
現
ま
で
の
）
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ー
ン
の
支
援

�
優
先
順
位
付
け

�
産
学
連
携

０４
年
１
月
に
は
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

法
」
を
制
定
し
、
同
時
に
Ｒ
Ｔ
Ｉ
基
金

も
設
立
し
た
。
こ
の
基
金
の
財
源
は
国

庫
・
企
業
の
純
利
益
の
０
・
３
％
を
も

と
に
し
て
い
る
。

０６
年
に
は
、
民
間
部
門
と
政
府
部
門

の
Ｒ
＆
Ｄ
へ
の
支
出
額
は
ほ
ぼ
同
額
と

な
っ
た
。

０７
年
か
ら
１３
年
に
向
け
て
の
新
し
い

戦
略
で
は「
ハ
イ
テ
ク
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
」

を
標
榜
し
、
Ｒ
Ｔ
Ｉ
基
金
の
新
し
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
た
。
１３
年
に
は
対

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
Ｒ
＆
Ｄ
を
、
０５
年
の
０
・
９５

％
か
ら
１
・
８０
％
に
高
め
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
は
Ｅ
Ｕ

か
ら
財
源
を
引
き
出
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

最
後
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
大
切

な
の
は
自
国
の
「
人
材
育
成
」
で
あ
る
。

財
政
赤
字
と
い
う
厳
し
い
状
況
も
あ
る

が
、
教
育
内
容
の
充
実
の
た
め
、
外
務

省
・
文
部
科
学
省
と
も
連
携
し
、
教
育

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

�
環
境
水
利
省

（M
inistry

o
f
E
nviro

nm
ent

and
W
ater

）

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
法
務
担
当

で
も
あ
るM
onika

Rabai
博
士

に
務
め
て
い
た
だ
き
、
ハ
ン
ガ
リ

ー
に
お
け
る
「
ク
リ
ー
ン
投
資
ス

キ
ー
ム
」
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ

い
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
京
都
議
定
書
の

第
一
約
束
期
間
（
０８
〜
１２
年
）
に

お
い
て
、
基
準
年
に
対
し
て
▲
６

％
の
削
減
目
標
が
課
せ
ら
れ
て
い

る
。０７

年
１２
月
１８
日
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

は
日
本
と
、
京
都
議
定
書
の
下
で

の
「
共
同
実
施
」（
Ｊ
Ｉ
）
お
よ

び
「
グ
リ
ー
ン
投
資
ス
キ
ー
ム
」

（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
に
お
け
る
協
力
に
関

す
る
覚
書
を
締
結
し
た
。
現
在
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
等
詳
細
に
つ
い

て
交
渉
中
で
あ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
と
し
て
は
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
よ

り
獲
得
し
た
資
金
を
環
境
対
策
に
活
用

し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
削
減
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。
活

用
先
と
し
て
は
、
国
内
民
間
お
よ
び
公

的
部
門
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
化
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
、
輸
送
交
通
部

門
等
を
想
定
し
て
い
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｓ
は
長
期
的
に
成
果
が
は
っ
き

り
出
る
こ
と
、
Ｊ
Ｉ
に
比
し
て
承
認
手

続
き
の
煩
雑
さ
が
な
い
こ
と
が
メ
リ
ッ

ト
と
認
識
し
て
お
り
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と

し
て
は
、
制
度
・
シ
ス
テ
ム
を
改
善
す

る
「
ソ
フ
ト
・
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
」
で
は

な
く
、
具
体
的
な
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

事
業
を
対
象
と
す
る
「
ハ
ー
ド
グ
リ
ー

ニ
ン
グ
」
に
重
点
を
置
く
予
定
で
あ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
現
在
、
基
本
的
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
状

況
で
、
原
油
高
が
経
済
を
圧
迫
し
て
い

る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡

大
は
、
こ
の
点
か
ら
も
望
ま
し
い
。
ハ

ン
ガ
リ
ー
で
は
、
２０
年
に
１５
％
の
シ
ェ

ア
を
目
標
と
し
て
お
り
、
バ
イ
オ
マ
ス

の
割
合
が
高
く
な
る
と
想
定
し
て
い
る
。

地
熱
、
水
力
、
風
力
、
太
陽
光
に
も
共

通
し
て
い
る
が
、
コ
ス
ト
や
汎
用
性
が

課
題
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
環
境
技
術
・
環
境
意
識

の
点
で
、
日
本
企
業
は
高
い
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
持
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

国
内
で
改
善
が
必
要
な
具
体
例
と
し

て
、
建
物
の
「
熱
効
率
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
の
悪
さ
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
断
熱

技
術
や
照
明
技
術
等
を
活
用
し
た
パ
イ

ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
現
在
実
施
中

で
あ
る
。

�
主
な
質
疑
応
答

（
質
問
１
）

他
の
東
欧
諸
国
に
対
し
て
ハ
ン
ガ
リ

ー
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
具
体

的
に
何
か
。

（
回
答
１
）

�
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
労
働
力
の
質

の
高
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
工
業
系
大

学
卒
業
者
も
多
く
、
英
語
が
話
せ
る

人
間
も
多
い
。

�
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
年
金
・
医

療
制
度
・
教
育
に
よ
る
財
政
赤
字
、

税
制
の
複
雑
さ
と
い
っ
た
問
題
が
あ

る
。
ま
た
、
数
学
・
物
理
・
化
学
と

い
っ
た
分
野
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
不
足

感
が
あ
り
、
学
生
も
最
近
は
法
学
・

経
済
学
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
の
分

野
を
専
攻
す
る
者
が
多
い
。
今
後
５

年
間
で
、
専
門
分
野
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

不
足
が
顕
在
化
す
る
恐
れ
が
あ
り
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
仕
事
の
イ
メ
ー
ジ
を

高
め
る
努
力
も
必
要
で
あ
る
。

（
質
問
２
）

国
内
の
環
境
対
策
と
し
て
最
も
優
先

順
位
が
高
い
も
の
は
何
か
。

（
回
答
２
）

海
外
企
業
の
誘
致
お
よ
び
国
内
産
業

の
育
成
を
進
め
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、

特
に
、
喫
緊
の
課
題
は
「
大
気
汚
染
」

で
あ
る
。

前
日
の
、
日
系
企
業
で
あ
る
住
友
電

工
・
電
装
ハ
ン
ガ
リ
ー
視
察
で
も
伺
っ

た
通
り
、
全
体
と
し
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

環
境
意
識
は
、
ま
だ
、
そ
れ
ほ
ど
高
く

な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
を
示
す
よ
う

に
、
未
だ
に
同
工
場
で
は
国
際
環
境
規

格
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を
取
得

し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
（
今
後

取
得
す
る
予
定
）。

既
に
視
察
し
た
チ
ェ
コ
も
ハ
ン
ガ
リ

ー
同
様
、
外
資
の
誘
致
に
積
極
的
で
あ

る
が
、
両
国
を
比
べ
て
ど
う
か
。
Ｒ
＆

Ｄ
の
支
出
の
伸
び
は
チ
ェ
コ
が
高
い
。

両
国
と
も
投
資
環
境
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
ビ
ジ
ネ
ス
面
で
は
問
題
が
な
い
。

一
方
で
、
排
出
余
剰
枠
と
い
う
観
点
で

は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
現
状
の
政
策
維

持
で
は
１０
年
時
点
で
目
標
未
達
国
に
転

落
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
調
査
も
あ

り
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
し
て
も
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に

期
待
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。

�
東
京
ガ
ス
と
京
都
メ
カ
ニ

ズ
ム

わ
が
国
の
「
京
都
議
定
書
目
標
達
成

計
画
」
で
は
、
天
然
ガ
ス
を
用
い
た
高

効
率
機
器
の
普
及
拡
大
等
が
対
策
と
し

て
示
さ
れ
る
な
ど
、
地
球
温
暖
化
防
止

に
向
け
天
然
ガ
ス
に
様
々
な
役
割
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

東
京
ガ
ス
は
従
来
か
ら
、
天
然
ガ
ス

お
礼
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
細
沼
副
会
長

―１５―



ジ
ェ
ト
ロ
・
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
で

中
・
東
欧
の
事
業
環
境
聞
く

谷合 登氏

富
士
倉
庫
運
輸
�

執
行
役
員
文
書
営
業
部
長

谷
合

登
氏

の
普
及
促
進
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

段
階
で
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
抑
制
や
、
お
客

さ
ま
へ
の
省
エ
ネ
情
報
の
提
供
等
を
行

っ
て
い
る
が
、
国
の
施
策
の
方
向
性
を

踏
ま
え
つ
つ
、
温
暖
化
対
策
へ
の
取
り

組
み
を
一
層
強
化
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。国

際
環
境
協
力
と
い
う
観
点
で
は
、

海
外
で
の
天
然
ガ
ス
の
普
及
や
地
域
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
な
ど
、
様
々

な
環
境
技
術
協
力
を
行
っ
て
い
る
。

�
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
天
然
ガ
ス
の

普
及
支
援

�
メ
キ
シ
コ
で
の
発
電
事
業

�
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
植
林
事

業
�
京
都
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
活
用

特
に
�
に
つ
い
て
は
、
途
上
国
等
の

環
境
対
策
・
持
続
的
発
展
に
貢
献
す
る

こ
と
か
ら
、「
Ｊ
Ｇ
Ｒ
Ｆ
」「
Ｇ
Ｇ
‐
Ｃ

Ａ
Ｐ
」
と
い
う
２
つ
の
「
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
フ
ァ
ン
ド
」
に
参
加
し
、
地
球

規
模
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

�
わ
が
国
と
し
て
の
地
球
温

暖
化
へ
の
対
応
と
貢
献
の

あ
り
方

わ
が
国
と
し
て
も
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
も
含
め

複
数
の
方
法
に
よ
り
適
切
な
ポ
ー
ト
フ

ォ
リ
オ
を
組
み
「
効
果
的
な
」
ク
レ
ジ

ッ
ト
取
得
を
目
指
し
て
い
る
。
更
に
は
、

こ
の
秋
口
か
ら
は
「
自
主
参
加
型
国
内

排
出
量
取
引
制
度
」
を
試
行
す
る
予
定

で
あ
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
を
活
用
し

た
中
小
企
業
対
策
と
し
て
の
国
内
Ｃ
Ｄ

Ｍ
も
模
索
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
４
次

評
価
報
告
書
に
よ
る
科
学
的
知
見
か
ら

は
、
全
地
球
平
均
気
温
の
上
昇
の
殆
ど

が
、
人
為
起
源
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
増

加
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
が

高
い
こ
と
か
ら
、
世
界
全
体
の
目
標
水

準
の
設
定
に
向
け
努
力
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

こ
の
７
月
に
開
催
さ
れ
た
「
北
海
道

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
」
で
は
、
先
進
国
首

脳
が
問
題
認
識
・
危
機
感
を
共
有
し
、

協
調
し
て
取
り
組
む
姿
勢
を
見
せ
た
こ

と
、
途
上
国
と
先
進
国
と
の
対
話
が
促

進
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
も
の
で

あ
る
。
一
方
で
、
Ｇ
８
で
の
合
意
が
基

本
事
項
に
止
ま
り
、
全
体
と
し
て
の
責

任
あ
る
中
長
期
目
標
の
設
定
に
向
け
た

成
果
は
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

わ
が
国
は
、
７
月
２９
日
に
温
暖
化
防

止
の
た
め
の
「
低
炭
素
社
会
づ
く
り
行

動
計
画
」
を
閣
議
決
定
し
、
２
０
５
０

年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
６０
〜
８０
％

削
減
す
る
た
め
の
具
体
的
取
り
組
み
を

ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
高
い
環

境
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ
国
内
企
業
の

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
拡
大
を
念
頭
に
置

き
、「
環
境
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
を
発

揮
す
る
と
同
時
に
、
Ｅ
Ｕ
等
と
同
様
に

戦
略
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

�
終
わ
り
に

４
月
に
赴
任
し
て
驚
い
た
の
は
、
東

京
都
や
埼
玉
県
の
地
球
温
暖
化
へ
の
具

体
的
な
対
応
に
向
け
た
急
ピ
ッ
チ
で
の

準
備
の
進
行
で
あ
る
。
今
回
は
、
Ｅ
Ｕ

‐
Ｅ
Ｔ
Ｓ
と
い
う
排
出
量
取
引
が
実
際

に
行
わ
れ
て
い
る
Ｅ
Ｕ
内
の
視
察
で
あ

っ
た
が
、
こ
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
関
し
て

は
、
国
と
し
て
の
環
境
政
策
の
展
開
は

こ
れ
か
ら
と
い
っ
た
印
象
を
受
け
た
。

ど
の
よ
う
に
国
内
の
経
済
政
策
と
環
境

政
策
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
く
の
か
、

そ
の
中
で
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
位
置
付
け
は
ど

う
か
等
、
興
味
は
尽
き
な
い
。

Ｇ
Ｉ
Ｓ
が
環
境
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高

い
日
本
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に

な
り
得
る
か
、
今
後
の
推
移
を
見
守
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
場
所
が
Ｅ
Ｕ

内
で
あ
り
、
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ｈ
等
を
活
用
し
て

現
地
情
報
を
し
っ
か
り
把
握
す
る
こ
と

等
、
慎
重
な
対
応
も
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。繰

り
返
し
に
な
る
が
、
大
変
有
意
義

な
視
察
機
会
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
改

め
て
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
視
察
旅
行
で
、
最
後
の
訪
問

国
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
て
ジ
ェ
ト

ロ
・
ウ
イ
ー
ン
事
務
所
を
訪
ね
、
中
東

欧
諸
国
の
経
済
環
境
変
化
及
び
現
在
の

投
資
環
境
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

８９
年
の
中
東
欧
に
お
け
る
体
制

転
換
に
伴
い
、
Ｅ
Ｕ
は
東
方
へ
の

拡
大
が
始
ま
っ
た
。
０４
年
５
月
以

降
、
新
た
に
Ｅ
Ｕ
に
加
入
し
た
中

東
欧
８
カ
国
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
、
チ
ェ
コ
、
ス
ロ
バ
キ

ア
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、

リ
ト
ア
ニ
ア
、
ラ
ト
ビ
ア
）
を
含

む
１０
カ
国
の
経
済
は
活
況
を
呈
し
、

現
在
Ｅ
Ｕ
全
体
の
経
済
成
長
の
下

支
え
を
し
て
い
る
観
が
あ
る
。

中
東
欧
諸
国
と
歴
史
的
に
同
じ

文
化
や
習
慣
、
時
に
は
言
語
も
共

有
す
る
欧
州
の
企
業
と
比
較
す
る

と
、
日
系
企
業
の
中
東
欧
へ
の
進
出
は

出
遅
れ
て
い
た
。

日
本
企
業
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
進
出
は
、

９２
年
末
の
完
成
を
め
ざ
し
て
市
場
統
合

の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
８０
年
代
後

半
に
活
発
に
な
っ
た
。
理
由
と
し
て
、

日
本
や
米
国
な
ど
の
域
外
諸
国
の
間
で

は
、
市
場
統
合
が
完
成
し
て
単
一
欧
州

市
場
が
成
立
す
る
と
、
日
本
や
米
国
な

ど
か
ら
の
対
欧
輸
出
が
難
し
く
な
る
と

の
懸
念
が
高
ま
っ
た
た
め
で
あ
る
。
市

場
統
合
の
完
成
に
よ
り
、
仮
に
日
本
か

ら
の
輸
出
が
難
し
く
な
っ
た
と
し
て
も
、

域
内
生
産
で
対
応
し
よ
う
と
す
る
企
業

が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
後
、
０４
年
５
月
に
拡
大
Ｅ
Ｕ
が

誕
生
す
る
と
、
既
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
進

出
し
て
い
る
日
本
企
業
は
Ｅ
Ｕ
域
内
で

ジ
ェ
ト
ロ
事
務
所
の
プ
レ
ゼ
ン
風
景

―１６―



の
生
産
や
配
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
研
究

開
発
体
制
な
ど
を
、
拡
大
Ｅ
Ｕ
を
前
提

と
し
て
再
構
築
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
、

そ
の
過
程
で
、
生
産
拠
点
や
配
送
拠
点

な
ど
を
最
も
コ
ス
ト
の
か
か
ら
な
い
中

東
欧
諸
国
に
移
す
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
既
に
進
出
し
て
い
た
企
業
に

と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
か
ら
直
接
に
投
資

す
る
企
業
も
増
え
て
き
た
。
チ
ェ
コ
の

ト
ヨ
タ
自
動
車
と
Ｐ
Ｓ
Ａ
（
プ
ジ
ョ
ー

シ
ト
ロ
エ
ン
グ
ル
ー
プ
）
と
の
合
弁
会

社
Ｔ
Ｐ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
自
動
車
生
産
開
始

に
伴
い
、
自
動
車
部
品
企
業
が
日
本
か

ら
直
接
進
出
し
た
例
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

ジ
ェ
ト
ロ
の
「
在
欧
州
・
ト
ル
コ
日

系
製
造
業
の
経
営
実
態
調
査
」
に
よ
れ

ば
、
０５
年
末
迄
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
進
出

し
て
い
る
日
系
製
造
業
企
業
は
１
、０

０
８
社
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
西
欧
に
進

出
し
て
い
る
企
業
が
８
１
８
社
、
中
東

欧
に
進
出
し
て
い
る
企
業
は
１
７
４
社

と
な
っ
て
い
る
。
中
東
欧
に
進
出
し
て

い
る
企
業
数
は
９１
年
末
の
３
社
か
ら
毎

年
着
実
に
増
加
し
、
００
年
以
降
は
毎
年

１０
〜
２０
社
の
ペ
ー
ス
で
増
加
し
て
い
た
。

中
東
欧
諸
国
に
進
出
し
て
い
る
日
系

製
造
業
を
業
種
別
に
み
る
と
、
最
も
多

い
の
が
輸
送
用
機
械
部
品
（
７４
社
）
で

あ
り
、
以
下
、
電
気
・
電
子
部
品
（
２６

社
）、
そ
の
他
製
造
業
（
１９
社
）、
一
般

機
械
（
１２
社
）、
電
気
機
械
・
電

子
機
械
（
１０
社
）
の
順
と
な
っ
て

い
る
。

次
に
、
今
回
訪
問
し
た
ハ
ン
ガ

リ
ー
、
チ
ェ
コ
に
つ
い
て
述
べ
る

と
、
日
経
企
業
の
中
東
欧
進
出
は

ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
体
制
移
行
前
の

８０
年
代
か
ら
外
資
受
入
に
積
極
的

な
政
策
を
採
っ
て
き
た
。
８９
年
に

な
る
と
他
の
旧
社
会
主
義
諸
国
で

本
格
的
な
体
制
移
行
が
始
ま
り
、

政
変
な
ど
社
会
的
に
混
乱
し
た
が
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
は
元
々
自
由
化

を
進
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
い

ち
早
く
積
極
的
な
外
資
受
入
態
勢

を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
９１
年

に
日
系
製
造
業
と
し
て
は
初
め
て

ス
ズ
キ
自
動
車
（
マ
ー
ジ
ャ
ル
・

ス
ズ
キ
）
が
進
出
し
た
。
当
時
は

ま
だ
ソ
連
崩
壊
後
の
体
制
移
行
期

で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
政
治
経
済
見

通
し
に
対
す
る
不
透
明
感
も
高
か

っ
た
た
め
、
ス
ズ
キ
自
動
車
の
進

出
が
す
ぐ
に
他
の
日
系
企
業
進
出
に
つ

な
が
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
９０

年
半
ば
を
過
ぎ
て
欧
米
企
業
の
進
出
も

相
次
ぐ
と
、
自
動
車
部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ

ー
を
中
心
に
日
系
企
業
の
ハ
ン
ガ
リ
ー

投
資
が
活
発
化
し
た
。
近
年
の
大
型
投

資
と
し
て
は
、
メ
ル
セ
デ
ス
・
ベ
ン
ツ

が
１３
百
億
円
を
投
資
し
て
、
中
東
欧
で

初
め
て
小
型
車
を
組
み
立
て
る
新
工
場

を
２
０
１
１
年
に
も
稼
働
さ
せ
る
。
ま

た
、
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
が
５
０

０
人
規
模
の
財
務
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
立
ち
上
げ
を
予
定
し
て
い
る
。

一
方
、
チ
ェ
コ
は
政
治
的
混
乱
な
ど

も
あ
り
、
民
営
化
や
外
国
投
資
受
入
の

た
め
の
投
資
環
境
整
備
が
遅
れ
た
が
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
経
済
が
外
資
に
よ
り
活
況

を
帯
び
て
く
る
と
、
従
来
の
政
策
を
転

換
し
、
省
庁
間
を
横
断
す
る
強
い
権
限

を
チ
ェ
コ
投
資
庁
に
付
与
し
て
、
積
極

的
な
外
資
誘
致
に
乗
り
出
し
た
。

元
々
チ
ェ
コ
は
、
第
２
次
世
界
大
戦

前
に
は
欧
州
有
数
の
工
業
国
で
あ
り
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
外
国
投
資
拡
大
を
背
景

に
人
件
費
が
上
昇
し
て
く
る
と
、
欧
州

の
中
央
部
に
あ
る
地
の
利
、
工
業
国
と

し
て
の
歴
史
に
支
え
ら
れ
た
高
い
技
術

力
、
そ
し
て
整
備
が
進
ん
だ
投
資
環
境

を
求
め
、
チ
ェ
コ
に
進
出
す
る
日
系
企

業
が
増
加
し
た
。
特
に
０２
年
に
ト
ヨ
タ

自
動
車
が
進
出
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

（
生
産
は
０５
年
か
ら
）、
自
動
車
部
品

メ
ー
カ
ー
等
の
進
出
が
急
増
し
た
。

最
後
に
、
企
業
視
察
で
お
聞
き
し
た

進
出
先
企
業
か
ら
の
現
状
の
課
題
を
上

げ
る
と
、

１
�
社
会
保
障
制
度
・
官
僚
制
度
の
改

善
〜
社
会
主
義
時
代
よ
り
、
病
欠

に
対
し
て
国
が
手
当
を
支
給
す
る

制
度
が
あ
る
た
め
、
欠
勤
率
が
非

常
に
高
い
。
ま
た
、
行
政
側
の
対

応
の
問
題
点
と
し
て
、
手
続
き
が

煩
雑
で
時
間
が
か
か
る
。

２
�
過
剰
な
外
国
投
資
の
回
避
〜
近
年

外
資
系
企
業
の
進
出
が
盛
ん
な
こ

と
か
ら
労
働
市
場
の
逼
迫
が
あ
り
、

そ
れ
に
伴
い
賃
金
水
準
の
上
昇
が

あ
げ
ら
れ
る
。

３
�
エ
ン
ジ
ニ
ア
・
事
務
管
理
職
の
人

材
開
発
・
育
成
強
化
〜
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
ク
ラ
ス
、
管
理
職
な
ど
の
人

材
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
一

部
外
資
系
企
業
に
よ
る
引
き
抜
き

も
あ
る
。

４
�
高
速
道
路
網
等
イ
ン
フ
ラ
の
さ
ら

な
る
整
備

な
ど
が
上
げ
ら
れ
る
。

ジ
ェ
ト
ロ
担
当
者
に
よ
る
と
、
日
系

製
造
業
で
多
く
進
出
し
て
い
る
業
種
は
、

液
晶
家
電
関
係
及
び
自
動
車
関
連
企
業

で
あ
る
が
、
現
在
の
日
経
企
業
の
進
出

状
況
は
、
全
体
に
一
服
感
が
出
て
い
る

と
の
事
で
あ
る
。
但
し
、
西
欧
諸
国（
ド

イ
ツ
等
）
か
ら
の
投
資
は
、
メ
ル
セ
デ

ス
・
ベ
ン
ツ
の
進
出
事
例
か
ら
見
て
も
、

今
ま
で
と
同
様
高
い
水
準
が
続
く
で
あ

ろ
う
と
の
説
明
で
し
た
。

ジ
ェ
ト
ロ
事
務
所
玄
関
で
の
記
念
撮
影
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新
都
市
地
区
（
ガ
ソ
メ
ー
タ
）

を
視
察
し
て

嶋田 和則氏

�
ビ
ー
ジ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

取

締

役

社

長

嶋
田

和
則
氏

は
じ
め
に

視
察
最
終
日
、
訪
問
の
疲
れ
も
見
せ

ず
元
気
に
、
利
根
団
長
を
は
じ
め
団
員

は
熱
心
に
し
め
く
く
り
の
現
地
調
査
を

行
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
約
４
・
３
�

の
郊
外
で
ウ
ィ
ー
ン
空
港
に
近
い
４
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
再
開
発
地
区
に
あ
る
ガ
ソ

メ
ー
タ
ー
（
建
築
名
称
）
で
あ
る
。

再
開
発
計
画
の

背
景１９

世
紀
末
に
建
設
さ

れ
た
巨
大
な
４
つ
の
ガ

ス
貯
蓄
施
設
は
、
１
９

８
６
年
の
天
然
ガ
ス
転

換
に
伴
い
ガ
ス
タ
ン
ク

と
し
て
の
使
命
を
終
え

た
。
そ
の
後
、
し
ば
ら

く
再
利
用
法
に
つ
い
て

議
論
が
な
さ
れ
た
上
で
、

商
業
施
設
・
集
合
住
宅
・

ホ
ー
ル
な
ど
の
複
合
施

設
と
す
る
こ
と
が
決
ま

り
、
４
組
の
建
築
家
が

そ
れ
ぞ
れ
１
基
の
タ
ン

ク
を
手
掛
け
た
。
大
規

模
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
７０
店
舗
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、
住
宅

（
６
１
５
室
の
家
族
用

ア
パ
ー
ト
と
２
３
０
室

の
学
生
寮
）
や
オ
フ
ィ
ス
の
建
物
だ
け

で
な
く
、
総
合
的
な
イ
ン
フ
ラ
施
設
も

提
供
し
て
い
る
。

ま
た
、
文
化
的
に
も
新
し
い
流
れ
と

な
る
シ
ネ
マ
複
合
ビ
ル
や
、
４
０
０
０

人
収
容
の
ホ
ー
ル
も
建
設
さ
れ
、
２
０

０
１
年
９
月
に
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。

再
開
発
の
概
要

所
在
地
�
オ
ー
ス
ト
リ
ア

ウ
ィ
ー
ン

１１
区

用

途
�
ガ
ス
タ
ン
ク
（
当
初
）（
容

量
９
０
、０
０
０
�
）
／
商

業
施
設
・
集
合
住
宅
・
オ
フ

ィ
ス
・
ホ
ー
ル（
増
改
築
後
）

竣

工
�
１
８
９
６
年
（
当
初
）
／
２

０
０
１
年
（
増
改
築
後
）

交

通
�
地
下
鉄
Ｕ
３
のG

asom
eter

駅
下
車
（
再
開
発
事
業
に
伴

い
延
伸
）

ガ
ス
タ
ン
ク
の
構
造
等

鉄
柱
の
ガ
ス
タ
ン
ク
の
外
側
に
レ
ン

ガ
を
積
み
あ
げ
た
円
筒
型
の
二
重
構
造

で
あ
る
。
外
側
の
レ
ン
ガ
は
４
千
７
０

０
万
個
を
使
い
、
壁
厚
は
５
・
４
�
の

重
量
感
の
あ
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

７２
日
間
で
施
工
を
し
た
と
の
こ
と
、
特

殊
工
事
の
た
め
相
当
の
工
期
が
必
要
と

思
わ
れ
る
が
、
非
常
に
短
い
工
期
で
施

工
し
た
こ
と
は
、
今
で
も
語
り
つ
が
れ

て
い
る
。
外
側
は
レ
ン
ガ
構
造
で
コ
ロ

シ
ア
ム
の
様
に
見
せ
か
け
た
の
は
景
観

に
配
慮
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｂ
棟
に
つ
い
て

商
業
空
間
自
体
は
平
凡
で
あ
る
。
ふ

と
上
を
見
る
と
「
お
お
ー
っ
」
と
声
を

あ
げ
た
く
な
る
よ
う
な
光
景
が
展
開
し

て
い
る
。
頭
上
を
ガ
ラ
ス
張
り
の
集
合

住
宅
に
ぐ
る
り
と
囲
ま
れ
て
い
る
様
は

な
か
な
か
の
迫
力
が
あ
る
。

棟
内
は
、
下
部
に
多
目
的
ホ
ー
ル
、

上
部
に
集
合
住
宅
を
持
ち
、
両
者
に
挟

ま
れ
た
中
間
階
に
店
舗
が
あ
る
。

ワ
ン
フ
ロ
ア
の
み
で
吹
き
抜
け
で

は
な
い
が
、
天
井
を
ス
テ
ン
レ
ス

仕
上
げ
と
し
て
映
り
込
ま
せ
た
り

形
状
を
す
り
鉢
状
に
し
た
り
、
視

線
を
上
に
誘
導
し
よ
う
と
す
る
工

夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

上
部
の
集
合
住
宅
は
棟
つ
づ
き

に
な
っ
て
お
り
、
円
筒
型
で
集
合

住
宅
の
外
側
の
窓
を
開
け
る
と
ガ

ス
タ
ン
ク
外
壁
の
内
側
が
露
出
し

て
歴
史
と
の
関
わ
り
が
積
極
的
に

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

集
合
住
宅
の
外
側
の
ガ
ス
タ
ン
ク

の
内
側
の
空
間
は
住
宅
に
外
気
を

入
れ
る
換
気
塔
の
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
商
業
施
設
と
集
合
住
宅
は

完
全
に
分
離
さ
れ
て
い
て
部
外
者
が
住

宅
に
入
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
こ
れ
は

防
災
と
管
理
の
面
に
配
慮
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

商
業
施
設
専
用
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

デ
ザ
イ
ン
は
メ
カ
ニ
カ
ル
で
い
か
に
も

ド
イ
ツ
ら
し
い
（
当
地
の
機
械
は
だ
い

た
い
ド
イ
ツ
製
）。
ア
ト
リ
ウ
ム
か
ら

見
上
げ
た
眺
め
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
円
筒

の
内
側
と
い
う
こ
と
で
、
あ
た
か
も
ス

ペ
ー
ス
コ
ロ
ニ
ー
の
内
部
空
間
を
思
わ

せ
る
近
未
来
的
な
雰
囲
気
を
強
く
感
じ

た
。商

業
施
設
の
吹
き
抜
け
上
部
に
は
ガ

ラ
ス
の
ゆ
る
や
か
な
ド
ー
ム
屋
根
が
架

か
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
ア
ト
リ
ウ
ム
を

テ
ン
ト
が
取
り
囲
ん
で
い
る
わ
け
で
、

タ
ン
ク
の
内
部
か
ら
み
た
オ
フ
ィ
ス
や
住
居

開
発
前
の
タ
ン
ク
群
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ア
メ
リ
カ
や
日
本
に
も
あ
り
そ
う
な
商

業
空
間
で
、
ジ
ャ
ン
・
ヌ
ー
ベ
ル
ら
し

さ
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
テ
ナ
ン
ト

の
グ
レ
ー
ド
も
並
で
、
高
級
店
は
入
っ

て
い
な
か
っ
た
。

高
層
棟
に
つ
い
て

高
層
棟
は
、
Ｂ
棟
と
一
体
構
造
に
な

っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
独
立
し
た

構
造
で
あ
る
。（
南
側
か
ら
見
る
と
ガ

ス
タ
ン
ク
の
前
に
つ
い
た
て
が
あ
る
よ

う
で
あ
る
）
新
・
旧
の
建
物
は
周
辺
の

景
観
と
違
い
不
均
衡
（
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
）
を
感
じ
る
建
物
で
あ
る
。
普
通
の

設
計
者
な
ら
垂
直
な
ビ
ル
の
壁
面
に
何

ら
か
の
デ
ザ
イ
ン
を
施
す
と
こ
ろ
を
、

ビ
ル
を
「
く
」
の
字
に
折
り
曲
げ
て
し

ま
う
と
こ
ろ
は
、
設
計
者
の
独
創
性
の

高
さ
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

高
層
棟
と
Ｂ
棟
と
は
渡
り
廊
下
で
結

ば
れ
て
い
る
。

ま
と
め

多
く
の
建
築
家
を
輩
出
し
て
い
る
ウ

ィ
ー
ン
は
建
造
物
の
宝
庫
で
あ
る
。
特

に
環
状
道
路
に
囲
ま
れ
た
地
区
で
は
、

バ
ロ
ッ
ク
や
ユ
ー
ゲ
ン
ト
シ
ュ
ー
テ
ル

な
ど
の
様
式
の
建
造
物
が
集
結
し
て
お

り
、
そ
れ
ら
は
、
建
築
物
の
デ
パ
ー
ト

と
言
わ
れ
て
世
界
文
化
遺
産
に
も
登
録

さ
れ
、
そ
の
街
並
み
は
す
ば
ら
し
い
の

一
言
に
つ
き
る
。

こ
の
よ
う
に
歴
史
と
伝
統
で
つ
ち
か

わ
れ
た
思
想
が
ガ
ス
タ
ン
ク
の
設
計
に

も
反
映
さ
れ
、
機
能
だ
け
で
な
く
景
観

に
も
配
慮
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

新
た
に
建
設
し
た
高
層
棟
は
、

ガ
ス
タ
ン
ク
の
レ
ン
ガ
づ
く
り
の

伝
統
的
な
建
築
に
対
し
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
と
ガ
ラ
ス
張
り
の
近
代
建

築
で
あ
り
、
違
和
感
を
感
じ
た
の

は
私
だ
け
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
？

一
方
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
居
住
環

境
に
つ
い
て
は
、
既
に
入
居
し
て

い
る
た
め
直
接
聞
く
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
が
、
ガ
イ
ド
に
よ
る
と
、

南
側
は
陽
当
た
り
が
良
く
快
適
で

あ
る
の
に
対
し
、
北
側
は
暗
く
寒

い
な
ど
問
題
が
あ
る
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。
ま
た
商
業
施
設
の
利
用

状
況
は
午
前
中
で
も
あ
り
閑
散
と

し
て
い
た
。
こ
の
再
開
発
事
業
が

成
功
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

伝
統
建
築
物
を
活
用
す
る
手
法
は
、

今
後
の
街
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
参

考
に
な
る
と
思
う
。

我
々
建
設
事
業
に
た
ず
さ
わ
る
者
に

と
っ
て
今
回
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が

出
来
、
大
変
有
意
義
な
視
察
で
あ
っ
た
。

前前
掲掲
以以
外外
のの
参参
加加
者者
たた
ちち

副団長 細沼 哲夫氏

高柳勢津子さん

安藤 邦廣氏

藤池 誠治氏

荻野 芳朗氏

坂本 克己氏

藤池 曠子さん

木村 徳治氏

坂本フサ子さん

長島 恒二氏

高柳 貞夫氏

タ
ン
ク
と
高
層
ビ
ル
の
新
旧
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
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視視
察察
スス
ナナ
ッッ
ププ

�
ハ
ン
ガ
リ
ー

マ
ー
チ
ャ
ー
シ
ュ
教
会
と
王
宮

�
ウ
ィ
ー
ン
は
路
上
も
ク
ラ
シ
ッ
ク
演

奏
会
場

�
チ
ェ
コ

世
界
遺
産
「
チ
ェ
ス
キ
ー
・
ク
ル
ム

ロ
フ
歴
史
地
区
」

�
ウ
ィ
ー
ン
の
音
楽
家
達
が
眠
る
中
央
墓
地

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
墓
石

�
ウ
ィ
ー
ン

楽
友
協
会
（
ウ
ィ
ー
ン
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
）

�
ハ
ン
ガ
リ
ー

ブ
ダ
ペ
ス
ト

ド
ナ
ウ
川
に
か
か
る
く
さ
り
橋
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